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は じ め に 

 

 ８月の中旬、ある女性から一本の電話がありました。それは、次のような内容でし

た。「校長先生ですか。私は、熊本市に住んでいます。私の母は、阿蘇市一の宮町に

住んでおりましたが、今年の６月に亡くなりました。先日、初盆のため、家族や親戚

がみんな集まった時のことです。一人の男子中学生が、玄関に現れ、お参りをさせて

下さいと言ってきました。そして、小さい時から亡くなった母に世話になったことや

いつも声をかけてもらったことを話し、感謝の言葉を添えて、しっかりと手を合わせ、

お参りをして帰って行きました。その中学生の姿に嬉しくて嬉しくて電話をしまし

た。」という内容でした。その女性は、時々涙声になりながらもその生徒への感謝の

言葉を繰り返していました。本校生徒の心優しい話に、私も嬉しくて嬉しくてたまり

ませんでした。 

  本校は、熊本県教育委員会の指定を受け、平成２３年度から２カ年間、「心の教育

研究推進校」として研究を重ね、昨年の１１月に研究発表会を実施し、研究の成果と

課題を発表しました。たくさんの参加者の皆様から、温かい御意見や御指導をいただ

き、更なる研究継続への御声援をいただいたことに感謝申し上げます。 

 そして、本年度。その御声援に後押しされ、「自分、仲間、ふるさとを愛す、豊か

な心を身に付けた生徒の育成」という、これまでと同じテ－マで研究の継続深化を目

指し、取り組んでまいりました。４つの部会では、昨年度の課題を明らかにし、課題

解決への仮説を立て、キ－ワ－ドでねらいを焦点化し、実践的な研究を繰り返しなが

ら検証を進めてまいりました。その中で、全ての教育活動を貫き道徳性を育む言語活

動としての『ＹＯＵ Ｉ ト－ク』は、生徒たちの確かな学力と豊かな心の育成に直結

する大事な手法として確信を得ることもできました。 

 研究としては、まだまだわずかな成果ではありますが、ここに研究の成果をまとめ

ました。皆様の温かい御教示や御助言を賜り、阿蘇市を担う一中生が、優しい心と行

動で地域を包むことができるよう、更に研究を継続してまいりたいと考えております。 

最後になりましたが、本研究を進めるにあたり、多くの御支援をいただきました阿蘇

市教育委員会の先生方には、衷心より感謝申し上げますとともに、御多用中にもかか

わりませず、御参会いただきました皆様方に厚く御礼を申し上げます。 

                            平成２５年１０月３１日 

                              阿蘇市立一の宮中学校長 岩切 昭宏       
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Ⅰ 研究の概要 

１ 研究主題 

 

 

 
 

 

２ 主題設定の理由 

（１）今日的課題から 

    学習指導要領でも示されているように、２１世紀は、「新しい知識・情報・技術が

政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域での活動の基盤として飛躍的に重要性

を増す、いわゆる『知識基盤社会』の時代」である。このような状況の中、確かな学

力、豊かな心、健やかな体の調和を重視する「生きる力」を育むことがますます重要

視されている。中でも学校の教育活動全体を通して行う道徳教育に関してはその重要

性が強調され、学習指導要領においても道徳教育の全体の目標が総則の中で掲げられ

ている。 

現代の社会は、科学技術の進歩・発展が人間の生活に多大な恩恵をもたらしてい

る一方で、それを活用する人間の側の問題からさまざまな影響が出てきていることも

少なくない。道徳性の発達は、社会の影響を大きく受ける。このことが生徒の自然な

道徳性の発達を阻害している点も看過できない。 

これらのことから、変動の激しい社会において、教育活動全体を通して行う道徳

教育を充実させ、生徒一人一人の豊かな心を育成していくことが我が国における喫緊

の課題として求められていることがわかる。 

（２）本校の教育目標から 

    本校では、「人間尊重の精神を基底におき、豊かな心と確かな学力を身に付け、ふ

るさとを愛する自主的精神に充ちた逞しい一の宮中学校生徒を育成する」の教育目標

のもと、「一中生の姿を通して一中ブランドを創造する」ことを重点目標とし、生徒

一人一人に目を向け、大切にする教育実践を追求している。特に「豊かな心」の育成

に関しては、昨年度までの道徳教育研究推進校としての研究を継続させ、全ての教育

活動を通して行う道徳教育『一中プラン』の研究内容の深化を目指している。また、

学校行事や生徒会活動等、特別活動を充実させ、子どもの居場所づくりを推進し、一

人一役等によって自己有用感を育み、自分と同じように周りを大切にできる生徒の育

成を目指している。 

このことから、「自己実現を楽しむ心」「自他を大切にする心」「ふるさとを愛する

心」の３つの心に重点化した心の教育を、道徳教育を中心とした教育活動全体の場で

充実させていきたいと考えている。 

（３）昨年度の研究成果（〇）と課題（●）から 

   【生徒の様子から】 

○ 研究実践の積み重ねから、生徒の姿に変化が見られ始めた。体育大会では、縦割

りグループを活用した練習で組体操やダンスを創りあげた。また、年度初めの生

徒総会では、活発に意見を出し合い、全校一致で「朝の奉仕活動」の実施を決め、

取組んだ。さらに、部活動でも数々の好成績を収められるようになってきた。 

   ○ 学習面においては、わからないことを他者や教科担任に自ら質問して解決してい

く姿が多くみられるようになった。そのような中で、学級や学年、部活動など集

団で力を合わせて何かを成し遂げることに充実感を味わう生徒が増えた。 

自分、仲間、ふるさとを愛す、豊かな心を身に付けた生徒の育成 
～ 確かな学力とよりよい人間関係を育む『YOU I トーク』の実践を通して ～ 
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【道徳的実践力（心）と道徳的実践（行動）を自己評価するアンケート調査の結果から】 

本研究実践が有効な手段であるならば、「大切だ、必要だと思うか」という道徳的

実践力（心）と「行動ができているか」という道徳的実践（行動）共に伸びがみられ

ると考えた。 

● 期待したほどの変容が見られなかっ

た。向かうべき方向性は明確になり、

共通理解は図れたが、まだ十分に焦点

化、体系化したものになっていない。

このことが共通実践を阻害し、結果、

生徒たちに、自身の変化を実感させる

までに至らなかったと考えられる。 

○ 「自他を大切にする心」に関しての

み、道徳的実践（行動）に関する自己

評価が高まっていた。特に、「授業中に

他者とコミュニケーションをとるこ

と」「学校行事などで他者と協力するこ

と」「仲間意識を持った行動をとること」「公平公正な態度をとること」の設問に

おいて伸びがみられた。他者とのかかわりが増えたことを実感し、自ら他者に積

極的に関わることができるようになってきたと評価している生徒が増えてきたこ

とを示している。 

 

以上のことから、生徒は、他者とのかかわりを求めていること、他者とのかかわり

の中で充実感や達成感を味わいたいと強く願っていることが分かった。そこで、今後

も全ての教育活動でさらに『YOU I トーク』を充実させるとともに、道徳的実践の場

である特別活動を活発にすることで、必然的に道徳的価値の自覚を促し、自分、仲間、

ふるさとを愛する心を身に付けさせる研究を進めていくことにした。 

 
３ 主題のとらえ方 

 （１）教育活動全体で取り組む道徳教育『一中プラン』とは 
全ての教育活動を貫く言語活動として、生徒一人一人が自分の思いや考えを言葉

で語り、共有して高め合う『学び合い』（YOU I トーク）を位置付け、道徳の時間、
特別活動、各教科の授業における『YOU I トーク』を通して、学習目標の達成と同時
に生徒一人一人に豊かな心を育んでいきたいと考える。これらの教育指導計画を総称
して『一中プラン』とする。 

 
 （２）確かな学力とよりよい人間関係を育む 『YOU I トーク』とは 

生徒一人一人が自分の思いや考えを言葉で語

り、共有して高め合う「学び合い」を、全ての教

育活動を貫き道徳性を育む言語活動として位置

付け、『You I トーク』というオリジナルの活動

名を付けてキーワード化し、生徒とも共有した実

践を重ねていく。 

本研究で取り組んでいく『YOU I トーク』は、

単なる所属集団の中で個々に学ぶ授業ではなく、

意図的な「学び合い」によって、学び合う準拠集

団（環境）を作っていく授業に変えていくことを

Ｐ
（パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）

課
題
達
成
機
能

Ｍ（メンテナンス） 集団維持機能

Ｐｍ ＰＭ

ｐｍ ｐＭ

目標を達成すること

ができるが、集団を

維持・強化する力が

弱い

目標を達成する力
があると同時に、集
団を維持・強化する
力が高い

目標を達成する力も

集団をまとめる力も

弱い

目標を達成する力は
弱いが、集団をまと
める力はある

準拠集団 
心の拠りどころとなる集団

所属したいと思う集団 
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ねらっている。この視点は、ＰＭ理論（課題達成機能と集団維持機能の相関関係の視

点）に基づいている。端的に言えば「人間関係が良好な集団で学べば、確かな学力と

豊かな人間性が同時に育まれるであろう」という仮説に基づいている。 

これらのことから、全ての教育活動を貫き道徳性を育む言語活動として「学び合

い」を位置付け、『YOU I トーク』と銘うって実践を重ねることは、生徒同士が学び

合う環境を作り、「確かな学力」と「豊かな人間性」を同時に育むことにつながると

考えられる。 

 

 

 
 
 
 
 

 
４ 目指す生徒像及び道徳教育における重点内容項目 

 

 

 

 

 

 

 

 
５ 研究仮説及び研究内容 

仮　説　① 仮　説　② 仮　説　③

　各教科の授業や道徳の時間の中で、効果的
な『学び合い』『語り合い』の場を設定し、
実践を重ねれば、学習目標の達成と同時に支
持的風土が形成され、生徒に「確かな学力」
と「よりよい人間関係」を育むことができる
であろう。

　学級活動において、意図的・計画的な話合
い活動を充実させれば、支持的風土のある望
ましい人間関係を形成すると同時に、生徒に
自主的・実践的な態度や「よりよい人間関
係」を育むことができるであろう。

　自治的な生徒会活動を充実させれば、集団の一員
として互いに練り合い、自己の役割や責任を果たす
中で、支持的風土のある望ましい人間関係を形成す
ると同時に、生徒に自主的・実践的な態度や「より
よい人間関係」を育むことができるであろう。

研究内容① 研究内容② 研究内容③

各教科・道徳の授業 学級活動 生徒会活動

語り、学び合う 話し合う 練り合う
支持的風土で語り、学び合う授業づくり
○　効果的な『YOU I 　トーク』の場の設定と内容、

　　方法の工夫  『YOU I 　トーク』の系統化
○　自然発生グループによる『YOU I 　トーク』の実践

○　学力との相関関係の評価分析
○　生き方について語り合う「道徳の時間」の充実

　　「道徳の時間」授業デザイン図の活用

望ましい人間関係を形成する学級活動の充実
○　学級活動年間指導計画の再構成
〇　意図的・計画的な学級活動における
　　　　　　　　　　　　「話合い活動」の充実

○　『話合い活動マニュアル』の作成と活用
○　ＰＭ理論を生かした評価方法の構築

自治的な生徒会活動の充実
○　『あそはなうたプロジェクト』の充実

○　『生徒会活動自治化プログラム』の構築
　　※自治化するためのノウハウの検討

研究内容④

響き合う

仮　説　④

　生徒の生活の基盤である校内の環境を、日常的に道徳的価値に触れ、互いの心が響き合うものにすれば、生徒の「よりよい人間関係」
を育むことができるであろう。

『YOU I トーク」で響き合う校内環境づくり

○　生徒の心を響かせる掲示物　生徒同士の心の響き合いが見える掲示物の工夫
　・　学級の仲間と響き合う教室環境　・　学年の仲間と響き合う学年環境　・学校全体で響き合う校内環境

全　体　仮　説

　全ての教育活動を貫き道徳性を育む言語活動として『YOU I トーク』を位置付け、『一中プラン』に基づいた実践を重ねれば、支持的
風土の中で必然的に生徒同士が学び合う集団となり、「確かな学力」と「よりよい人間関係」を共に育むことができるであろう。

 

YOU I
友 愛
熊 愛
融 合

トーク

「YOU（あなた）I（わたし）」…「あなた」と「わたし」それぞれが 

               自分を愛する（大切にする）心で 

「友（ゆう）愛（あい）」…仲間を愛する心で 

「熊（ゆう）愛（あい）」…ふるさとを愛する心で 

「融（ゆう）合（あい）」…互いの思いや考えを共有して高め合う

目指す生徒像

育てたい心

重点内容項目

ふるさとを愛する心

 夢や希望を持ち、
         主体的に実現していく生徒

自分の思いや考えをきちんと伝える生徒
相手の思いや考えをきちんと聞く生徒

地域のよさやすばらしさを知り
                        誇れる生徒

自己実現を楽しむ心 自他を大切にする心

１－（２）目標の実現　１－（５）個性の伸長 ２－（５）個性の尊重　４－（３）役割の自覚 ３－（２）自然の愛護　４－（８）郷土愛
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 ６ 研究構想図 

昨年度は、「道徳の時間」を要と位置付け、それに「特別活動の充実」「各教科の授業

づくり」「環境整備」を加えた４本の柱を立て、『YOU I トーク』によって共通実践化す

るイメージで研究構想をとらえていた。 

本年度は、昨年度の研究を

引き継ぎつつ、『YOU I トーク』

の実践に焦点化した研究を進

めていく。それに併せて研究

の構想を右図のようにとらえ

た。各教科の授業や道徳の時

間の授業づくりに関しては

「継続」という方向で「語り

学び合う授業」を合言葉に研

究内容の深化と定着を目指し

て進めていく。加えて、生徒

が「行動」するなかで「心」

を十分に動かすことが可能な

場である「特別活動」をより

「強化」する視点から、「話合

う学級活動」と「練り合う生

徒会活動」に分けて研究を進

めていく。「学級活動」と「生

徒会活動」に関して、本校オ

リジナルのノウハウを確立し、

実践を重ね、さらには「伝統」

へとつなげていきたいと考え

ている。加えて、生徒同士が

互いに「響き合う校内環境」

を意識し、道徳的観点からの

校内環境整備、教室掲示の工

夫を行っていく。 

 
７ 研究組織 

上述してきた研究仮説及び研究内容、研究

の構想を踏まえ、研究内容にあわせて「授業

づくり部会」「学級活動部会」「生徒会活動部

会」「環境部会」の４部会を設けて研究を進め

ていく。さらに本年度も、研究の推進体制を

より機能的かつ強化するために研究主任及び

各研究部会長で構成する研究推進部会を設け

た。研究の推進状況を随時確認しながら、各

部会、学年部会につなげ、限られた時間の中

での共通理解、共通実践を行った。 
 

環境部会

校長

教頭

教務主任 学年主任

研究主任 道徳教育推進教師
※研究推進委員会の参加は適宜

全体会

研究推進部会
（研究主任及び各研究部長）

授業づくり部会 学級活動部会 生徒会活動部会

研究内容① 研究内容② 研究内容③ 研究内容④

学年部会

道徳教育推進委員会
=校内研究推進委員会

校内研修

★『YOU I トーク』で響き合う校内環境づくり

・生徒の心を響かせる掲示物 生徒同士の心の響き合いが見える掲示物の工夫

★望ましい人間関係を

形成する

学級活動の充実

・学級活動年間指導計画の再

構成

・意図的・計画的な学級活動

における「話合い活動」の

充実

・『話合い活動マニュアル』

の作成と活用

・ＰＭ理論を生かした

評価方法の構築

★支持的風土で語り、

学び合う授業づくり

・効果的な『YOU I トー

ク』の場の設定と内

容、方法の工夫

YOU I トークの系統化

・自然発生グループによる

『YOU Iトーク』の実践

・学力との相関関係の分析

評価分析方法の開発

・生き方について語り合

う「道徳の時間」の充実

研究内容①

自分、仲間、ふるさとを愛す、豊かな心を身に付けた生徒の育成
～確かな学力とよりよい人間関係を育む『ＹＯＵ Ｉ トーク』の実践を通して～

研究主題

★自治的な

生徒会活動の充実

・『あそはなうたプロ

ジェクト』の充実

・『生徒会活動自治化

プログラム』の作成

と活用

『YOU I トーク』
全ての教育活動を貫き道徳性を育む言語活動

研究内容② 研究内容③

研究内容④

語り、学び合う授業 話し合う学級活動 練り合う生徒会活動

響き合う校内環境
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Ⅱ 研究の実際 

研究内容① 支持的風土で語り、学び合う授業づくり 

 

 昨年度は、授業づくり研究として「生き方について語り合う道徳の授業づくり」と「支持

的風土で学び合う各教科の授業づくり」の２つの内容に分けて研究実践を行った。その成果

（○）と課題（●）は、以下のようにまとめられる。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 道徳教育は、全ての教育活動で行うものである。中でも、学校生活の大半を占める授業の

果たす役割は非常に大きい。昨年度、各教科の授業における『YOU I トーク』の有効性はあ

る程度証明することができた。そのような中、道徳の時間における「語り合い」が学級の支

持的風土に大きく左右されることがわかった。つまり、各教科の授業で「学び合える」学級

が、道徳の時間にも「語り合える」学級である。反対に、道徳の時間に「語り合えない」学

級は、各教科の授業でも「学び合えない」傾向にあるということが明らかになった。このこ

とから、各教科の授業と道徳の時間の授業を切り離さず、全ての授業で共通した視点を持っ

て取組む必要があることがわかった。 

そこで本年度は全ての授業における           場を『YOU I トーク』の場と

してとらえ、授業における支持的風土の形成という視点をより明確にして「学力づくり」と

「人間関係づくり」を同時に行う授業づくりの研究実践を深めることにした。また、より効

果的な『YOU I トーク』の場を設定していくために、３年間を見通した『YOU I トーク』の

系統化に向けた取組を進めていくことにした。 

 以上をふまえて、本年度は、以下の研究実践に取組んでいる。 

 

 

 
 

１ 『YOU I トーク』の系統化 

 

（１）『YOU I トーク』ストラクチャー（『YOU  I トーク』の構造化） 

『YOU I トーク』が、学習目標を達成するのに有効な手段となるようにするために

は、場の設定が、意図的・計画的なものでなければならない。また、意図的・計画的

に『YOU I トーク』を位置付けていくためには、各教科、領域での授業者一人一人が、

その目的達成のためにどのような質の『YOU I トーク』を求めるのか明確なイメージ

【道徳の時間の授業に関して】 

○ 今の自分、これまでの自分を他者とのかかわりの中で見つめ直し、これからの自分に希望を持つこ

とができる生徒が増えてきた。 

○ 道徳の授業デザイン図を作成したことで、語り合う道徳の授業づくりの視点が明確になった。 

● 道徳の時間を充実させるためには、普段の授業や日常生活の中で本音を語り合うことができるよう

な支持的風土を育むことが不可欠である。 

【各教科の授業に関して】 

○ 多くの生徒が、各教科の授業における『YOU I トーク』を肯定的にとらえている。「みんなの意見

が聞けて楽しい」「わからないことを一緒に考えられる」「クラスの仲間と仲良くなれる気がする」な

ど、学び合うことのよさを実感している生徒が多い。朝自習や放課後など、日常の場面でも互いに教

え合う姿などが見られるようになった。 

● 今後も、授業改善、学級経営改善の有効な手段として『YOU I トーク』を意図的、効果的に取り入

れていく必要がある。 

● 効果的な『YOU I トーク』の場を設定するためには、３年間を見通し、系統化する必要がある。 

語り、学び合う 

１ 『YOU I トーク』の系統化 

２ 「学力づくり」と「人間関係づくり」を同時に行う授業づくり 
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を持っていなければならない。このようなことから、『YOU I トーク』の系統化を目

指し、まずは、『YOU I トーク』の質的な部分を整理、構造化し、「『YOU I トーク』

ストラクチャー」を作成した（下図）。 

 
「語り、学び合う『YOU I トーク』」を「学習目標達成の視点」と「支持的風土形

成の視点」から上図のようにとらえた。生徒相互が「助け」「伝え」「教え」「聴き」

「練り」「語り」合う場を、学習目標達成に向かう『YOU I トーク』の場とし、包含

的な関係として構造化して、とらえることにした。授業者は、学習目標の達成に向け

て、意図的にこれらの『YOU I トーク』を仕組んでいく。また、学習目標達成に向け

た『YOU I トーク』を通して、互いを「知り」「認め」「高め」合う作用を「支持的

風土形成の視点」とした。支持的風土の中で、学習目標の達成に向けて練り合い、語

り合いながら、互いを高め合う。これこそが、「学力づくり」と「人間関係づくり」

を授業で同時に行う『YOU I トーク』でねらうところである。 

語り、学び合う『YOU I トーク』ストラクチャー 

高め合う

認め合う

知り合う

練り合う

聴き合う

教え合う

伝え合う

助け

合う

目的を持って、意見を出し合い、相互作用し合う 練り合いを次のような場面で行う。

○よりよい意見を見つけたり、意見を深めたりする場面 ○意見をすりあわせたり、妥協点を見つけたりする（折り合

う）場面 ○たくさんの意見を出し合い、視野を広げる場面

練り合いは双方向のかかわり合いである。知識の多い子は多い子なりの意見を出し、勉強が苦手な子は苦手な子

なりの意見を出し合う。それぞれの気づきから新たな思考が生まれるなど高め合うことができる。さらに、これらの練

り合いが、道徳的価値や生き方について行われる場面を「語り合い」の場面とする。

相手の意見を傾聴し、相互に吸収し合う
相手の意見を注意深く聴き、自分の意見と比較したり、違いや相似点に気付いたりする。双方向のかかわり合い

が基盤となり、「こういう考えもあるのか」と、双方にとって学びがあるかかわり合いとなり、高め合うことができる。

相互に質問したり、教えたりして課題解決に向がう
課題解決などに向かって助け合うことで、互いのよさや個性を認め合

うことができる。

協力し合って、共に作業などをする
一緒に実験をしたり、何かをつくったり、共に課題を解決したりする形態の

かかわり合いである。共に活動する中で、互いを知り合うことができる。

学習目標達成の視点

自分の考えや意見を相手に伝える
自分の意見を伝えることはコミュニケーションの第

一段階である。自分の考えや意見等を他者に伝え

ることで、互いを知り合うことができる。

支持的風土形成の視点
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形　態 効　果 留　意　点

○　情報が正確に伝わりやすい。 ●　一方通行になりやすい。

○　指導がしやすい。 ●　一部の思考に左右される。

●　個々の思考が反映されにくい。

○　編成が簡単である。 ●　思考に広がりが出ない。

○　取り入れやすい。 ●　人間関係の影響を受けやすい。

○　グループ編成がしやすい。

○　議論がしやすい。

４人～
●　活動に入れない子どもが出てくる。
    グループ内で分かれて活動してしまう。

バズ
学習等

●　ある程度の時間が必要である。

自然発生 ○　生徒同士のコミュニケーションが必然 ●　初めは人間関係の影響を受けやすい。

グループ ○　より多くの思考に触れることが可能

○　よりよい人間関係を築くことが可能

一斉

ペア

３人
●　構成員によっては思考の広がりが
    出にくい場合がある。

○　より多くの思考に触れることができる。

●　教師の支援（学習内容、発問、指示、
      声かけなど）の質が問われる。

学習目標の達成に向けた学習者同士のかかわり合い

の姿は、右のようなイメージ図でとらえている。授業

者は、「学習者である生徒同士にどのようにかかわり

合いをさせるのか。どのような作用を期待するのか。」

右のようなイメージを持ちながら、学習目標の達成に

向けて効果的な『YOU I トーク』の場を意図的に設定

していく。 

 

 （２）『YOU I トーク』の学習形態 

『YOU I トーク』の方法や形態はさまざまである。し

かし、これらの学習形態をただやみくもに取り入れる

だけではその目的が十分に果たせないのは周知のこと

である。授業者は、効果や留意点を踏まえて、学習目

標達成の手段として最も効果的な方法や形態を選択し

なければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで、先述した「『YOU I トーク』ストラクチャー」に加

え、生徒の発達段階や学級の実態を踏まえて効果的に『YOU I 

トーク』の場を設定するために、『YOU I トーク』による学び

合いの段階とそれを効果的に実現する主な学習形態を整理し

た。（右表） 

『YOU I トーク』の初期の段階（第１段階）は、主体的な学

び合いの方法を身に付ける段階であると考える。ペアや３人な

ど少人数での『YOU I トーク』によってその方法を身に付け、

よさを実感する。学習目標達成に向けて、互いに助け合ったり、

互いの考えを伝え合ったりする、いわばコミュニケーションの

第一段階である。これらの活動を通して互いを知り合うことが

できる。互いを知ることは支持的風土形成の第一歩である。 

中期の段階（第２段階）は、生徒に主体性を持たせ、集団での共同解決等の作業

を通して自らの考えを整理したり、深めたりする経験を重ねる段階である。この段階

では、一方的な情報発信にとどまらず、小集団での『YOU I トーク』等によって、学

習目標達成に向けて互いの思いや意見を交流し合ったり、教え合ったりする場を設定

することができる。これらの活動を通して互いのよさや個性を認め合いながら、支持

的風土が形成されていく。 

最終的な段階（第３段階）は、生徒が学びの主体となって学習を進めていく段階

である。本校で昨年度から研究を重ねている、自然発生グループでの『YOU I トーク』

学習者Ａ 学習者Ｂ

助け合う
協力し合って、共に作業などをする

学習者Ａ

学習者Ｂ

伝え合う
自分の考えや意見を相手に伝える

学習者Ａ

学習者Ｂ教え合う
質問したり、教えたりして

課題解決に向けて助け合う

学習者Ａ

学習者Ｂ
聴き合う

相手の意見を傾聴し、
相互に吸収し合う

学習者Ａ

学習者Ｂ

練り合う
目的を持って、意見を出し

合い、相互作用し合う

主な学習形態

第

３
段

階

学びの主
体となって
学習を進
めていく

全体

自然発生
グループ

第

２

段

階

主体性を
持って学習
する経験を
重ねる

小集団
４～５人程度

第
１

段

階

主体的な
学び合い
の方法を
身に付ける

少人数
ペア・３人程度

段　階
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はこの段階での有効な学習形態であると考えている。自然発生グループとは、生徒た

ちが課題解決に向けて自由に、流動的に集団を形成していくグループのことである。

目的を持って他者の言葉を傾聴し（聴き合い）、意見を出し合う、すなわち練り合う

中から新たな思考が生まれることがある。そして最終的には、互いに学びがあるかか

わり合いの中で、聴き合い、練り合い、高め合う、生徒が学びの主体となって学習を

進められる授業づくりを目指している。また、自然発生グループは人間関係や学級経

営の影響を直接受けやすい。だからこそ、この自然発生グループでの『YOU I トーク』

が成立する授業づくりを追求することが、「学力づくり」と「人間関係づくり」を同

時に行うことにつながるものだと考えている。 

 

（３）『YOU I トーク』の系統化 

先述したように、授業づくりにおいて、『YOU I トーク』の場をどのように設定す

るかは、教科の特性や生徒の実態に応じて、授業者が学習目標達成の手段として最も

効果的な方法や形態を選択するのが原則である。 

そこで、より『YOU I トーク』の場での生徒の姿をイメージしやすくするために、

『YOU I トーク』ストラクチャーを横軸に、生徒の発達段階を踏まえた学習形態の視

点を縦軸にした、語り、学び合う『YOU I トーク』の系統表（下表）を作成した。 

これによって、どのような視点で『YOU I トーク』の場を設定し、どのような生徒

の姿が見られることを期待するのか、明確なビジョンを持って、語り、学び合う授業

づくりを行うことができるようになった。 

 
２ 「学力づくり」と「人間関係づくり」を同時に行う授業づくり 

 

  これまで述べてきたように本研究における授業づくり

の根幹には PM 理論がある。「人間関係が良好な集団で学べ

ば、確かな学力と豊かな人間性が同時に育まれる」という

視点である。課題達成機能（P）と集団維持機能（M）を授

業づくりの視点からとらえると、課題達成機能は「学習目

標の達成の機能」、集団維持機能は「支持的風土の形成の

機能」である。これら両機能を備えた集団作りを、『YOU I 

助け合う 伝え合う 教え合う 聴き合う 練り合う

協力し合って、
共に作業などをする

自分の考えや意見を
相手に伝える

相互に質問したり、
教えたりして課題

解決に向かう

相手の意見を傾聴し、
相互に吸収し合う

目的を持って、
意見を出し合い、
相互作用し合う

主な学習形態

第3学年

生徒の姿
自分たちで役割を決
め、共に協力し合って
活動をする

自分の考えや意見を、
他者の考えや意見を
踏まえ、根拠を明確に
して伝える

教え合う場や仲間を適
切に選択しながら課題
解決を行う

相手の考えや思いを
自分に結び付けて積
極的に聴き、返しを行
う

考えの組織化を考え、
それぞれの考えを磨
き、高めつつ、新たな
考えを生み出す

主な学習形態

生徒の姿
自分の役割に責任を
持って活動する

自分の考えや意見を、
根拠を明確にして伝え
る

互いに教え合うことの
よさを知り、助け合っ
て課題解決を行う

相手・目的・場を考え
て、意識的、効果的に
聴く

それぞれの思考を比
較整理し、よりよい考
えを導き出そうとする

主な学習形態

第１学年 生徒の姿 協力して活動をする
自分の考えや意見を
持って伝える

わからないことをわか
らないと伝え合う

聴くことの大切さを知
り、正確に最後まで聴
く

考えを比べ合い、より
よい考えを模索する

認め合う

全体・自然発生グループ

小集団【４・５人程度】

少人数【ペア・３人程度】

知り合う 高め合う

語
り

ᷝ
学
び
合
う
᷹

Y
O
U
 
I
 
ト
ー

ク

᷺
系
統
表

第３

段階

第２

段階

第１

段階

支持的風土形成の視点

主体的な学び
合いの方法を
身に付ける

主体性を持っ
て学習する経
験を重ねる

学びの主体と
なって学習を
進めていく

学習目標達成の視点

P（パフォーマンス）機能 M（メンテナンス）機能

課題達成機能 集団維持機能

⇓ ⇓

学習目標の達成 支持的風土の形成

⇓ ⇓

学力づくり 人間関係づくり

⇓ ⇓

確かな学力 豊かな人間性

Y

O
U

 

I

　
ト
ー

ク
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トーク』を介してすべての授業で行っていく。これが、「学力づくり」と「人間関係づ

くり」という２本柱を同時に行っていく授業づくりである。 

  以上の視点をより明確にした授業づくりを行うため、学習指導案の形式を工夫した。

生徒の実態、指導観、本時の目標、本時の展開部分に「学習目標達成の視点」と「支持

的風土形成の視点」を記し、指導者が２本の柱をしっかりと意識した授業づくりができ

るようにした。 

 （１）英語科での実践 【第２学年 Unit4 Homestay in the United States（東京書籍）】 

本
時
の
目
標 

学習目標達成の視点 支持的風土形成の視点 

助動詞 have to , don’t have to を用いて「しなければならな

いこと」「しなくてもいいこと」を英文にする。 

教え合い、協力し合いながら課題解決に向けて取組み、互

いを認め合いながら学び合う。 

『YOU I トーク』 伝え合う 教え合う 

学習活動【学習形態】○主な発問等 生徒の反応、様子 YOU I トーク等 

導
入 

1 「しなければならないこと」「しなくてもいいこと」

を英文にするという本時のめあてを確認する。【一斉】

 

 

「夏休み中にホームステイをした学級の友達が、英国の友達に送

る手紙の文面を共に考えるという」学習課題に意欲を見せた。 

展 

開 

 

２ have to , don’t have toの用法を知り、パターンプ

ラクティスで構文になれる。【YOU I トーク（少人数）】

 

 

３ 練習問題に取組
む。 

【個人】→【一斉】 

 

４ 手紙の内容を英文で表現する。 

【個人】→【YOU I トーク（小集団）】

 

 

 

 

 

 

○ わからない人は「わからない」、自分なりの考えがもてた人は

「私はこう考える」としっかり伝え合いましょう。全員が考え

をもてることが大切ですよ。 

 

５ それぞれのグループで作成した英文を発表する。 

 

６ 発表内容をもとに

have to , don’t 

have toの用法を再

度おさえ、確認テス

トをする。【一斉】 

 
 

ペアでコミュニケーションをとりながら、口頭練習を行い、アド

バイスをし合いながら取組むことができていた。 

 

 

 

 

 

 
個人での自力解決段階では、まだ十分に have to , don’t 

have to の用法を理解できていない生徒がいた。小

集団での『YOU I トーク』によって、わからないこ

とを伝えたり、教え合ったりして理解を深める様子

が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め 

７ 本時のまとめをする。 

 教科書の音読をし、次時の学習内容を確認する。 

【一斉】

 

日本の学校生活で「しなければならないこと」「しなくてもいいこと」を 

英文で表現し、英国の友達に送る手紙を完成させよう。 

教え合う 

「ここの部分、何って読むんだっけ。教えて。」 

「『ハブ トゥー』じゃなくて、『ハフトゥー』だよ。」

「ありがとう。」「もう一回読んでみよう。」 

伝え合う・教え合う 

「②番まではできたんだけど…。③④番がわから

ない。みんなはできた？」 

「③番は多分・・・だと思うよ。だって～しなけ

ればならないだから、ここを have to clean に

すればいいんじゃない。」 

「④番って「～しなければならなかった」だから

ひょっとしたら have  を had にするんじゃ

ないの？」「そうかもしれんね。」 

伝え合う 

「私たちの班は、～と考えました。特に④につい

て、have を had にすることを思いつきました。
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【生徒の変容○と今後の展望☆】 

    ○ 口頭パタンプラクティスでは、小人数の『YOU I トーク』によって、互いに教え合う様

子が見られた。わからない発音はペアの仲間に尋ねて正しく練習しようとする姿が見ら

れた。比較的英語が得意な生徒は「こうやったらうまく言えるよ」というアドバイスを

行っていた。また、手紙を作成する段階では小集団での『YOU I トーク』によって、自

分の考えや意見をもとにグループで手紙を仕上げていく作業を行った。その際、自分の

考えを仲間の考えと照らし合わせながら、わからないことを伝えたり、教え合ったりし

て理解を深める様子が見られた。伝え合う・教え合う 

 ☆ 自分の考えや意見を、根拠を明確にして伝える「伝え合う」段階の前には、しっかり自

分の考えを持てるよう十分な時間を確保していく必要がある。また、「教え合う」段階で

は互いに教え合う良さを実感し、助け合って課題解決を行う大切さを実感させていく必

要がある。そのために、教え合った内容を個人から全体へと広げていく「聴き合う」視

点も適宜授業の中に組み込んでいきたい。さらに、単元のまとめには「聴き合う」「練り

合う」場面を設定し、思考の広がりや深まりを得られることを実感させていく。今後の

展望としては、『You I トーク』の目的と意義、それがもたらす効果について、教師だけ

でなくすべての生徒が実感できるよう取組を積み上げていきたい。 

 

 （２）「道徳の時間」での実践 

    道徳の時間における授業づくりに関しては、昨年度作成した『生き方について語り

合う授業デザイン図』を活用している。これは、学習過程と生徒の変容を軸とし、「価

値理解」「人間理解」「他者理解」「自己理解」の４つの理解場面を学習過程に位置付

けたもので、『YOU I トーク』を介して生き方について語り合う授業づくりの基本モ

デルとして活用しているものである。 ※ 下図「視点」は昨年度研究紀要参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第１学年 ３－（１）生命尊重「命を助けたい」（出典：中学道徳「明日をひらく」東京書籍）】 

本
時
の
目
標 

学習目標達成の視点 支持的風土形成の視点 
国際緊急援助隊の一員として、被災地で自身の危険を顧みず

に救助活動した主人公の心情を考えることで、自分自身のこ

れまでの行動や生き方を見つめ、生命を尊重した行動をしよ

うとする意欲を持つ。 

グループでの『YOU I トーク』や全体での発表の場

において、自分の考えや思いを伝えることができる

とともに、他者の意見をしっかりと聞き、共感する

ことができる。 

学 習 過 程

生

徒

の

変

容

導入 展開①

展開②

まとめ

これまでの自分

道徳的価値の自覚をした自分

自己理解 価値理解

人間理解 他者理解

価値理解

自己理解

今の自分の生

き方は・・・
大切なこと

は・・・

わかっていても
なかなか・・・

みんなはどう思

うのか・・・

やっぱり大切だ

これからの生き方は・・・

YOU I 
トーク

YOU I トーク

視点１

視点２

視点３

「道徳の時間」授業デザイン図 
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『YOU I トーク』 伝え合う 聴き合う 

 学習活動【学習形態】・主な発問等 生徒の反応等 YOU I トーク 

導
入 

1 資料の内容をつかむ。【一斉】 

・スマトラ島沖地震について知る。 

・範読を聞き、あらすじをつかむ。価値理解 

 

自分たちが経験した九州北部豪雨で

の被災と重ねてあらすじをとらえる

生徒が多かった。 

展
開
① 

 

2 阿部さんの葛藤について考える。人間理解 

【一斉】 

 ○ 派遣要請があったときの思いは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 自分だったらどのように行動するか考える。

 自己理解【個人→YOU I トーク（少人数）】 

  他者理解 

○ 出発前の不安、被災地での過酷な救 

助活動があったにもかかわらず、阿部 

さんは救助活動をやり切りました。 

 

「わかっている」と「その通りに行動

できる」ことは違うことに気付く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展
開
② 

4 阿部さんの生き方について語り合う。 

 

 

他者理解・価値理解【YOU I トーク(小集団)】 

○ 阿部さんが救助活動することが 

できたのはなぜだろう。 

 

○ グループで語り合っ 

 たことを発表しよう。 

 

ま
と
め 

5 本時のまとめをする。 

 【一斉】○ 教師の説話 

 

【生徒の変容○と今後の展望☆】 

○ １年生ということもあり、本時では発表の仕方、聴き方を意識させた。伝え手と聴き手

の態度である「伝え方」と「聴き方」は学級の支持的風土の土台となる。本時の『YOU I 

トーク』では、日頃よりも多くの生徒が、自分の意見を発表することができていたよう

に思う。発表者に身体を向け、うなずきながら聴く生徒も多くいた。そのため、発表者

にとっても発表しやすい雰囲気がうまれ、様々な意見や考えが引き出されているように

感じた。伝え合う・聴き合う 

☆ 伝え方・聴き方を徹底することで、互いの気持ちを伝えやすい学級を目指した。１年

生の段階からこれらの態度を養うことで、今後はさらによりよい学級集団を構築するこ

とができると思う。３年間を見通して、今すべき『You I トーク』の充実を図っていき

たい。 

派遣要請があったとき、阿部さんはどんな思いだったのだろうか。 

もし、あなたが救助隊員だったらど

うしますか？それはなぜですか？ 

阿部さんを突き動かした力は何？阿部さんの生き方について語り合おう。 

伝え合う・聴き合う 

「何よりも命を救いたい。そのために救助隊になったのだから。」

「でも、もしかしたら自分が死んでしまうかもしれないよ」 

「それを承知で選んだ仕事でしょ。」 

「家族と会えないかもしれないと思うと、悩むな・・・。」 

伝え合う 

「『行かなければならない。そのためにこの仕事に就いた。』と思っ

ている。」 

「不安で落ち着かない気持ちもあったのではないか。」 

「子どもとの別れの時が一番不安がこみ上げてきたと思う。」 

伝え合う・聴き合う 

「命の尊さを考えると、阿部さんはいてもたってもいら

れない。自分を必要としている命のために動ける阿部

さんはすごいという意見の人がいた。」 

「自分ならどう行動するか、その時になってみないとわ

からないが、この阿部さんの思いや行動を思い出して

しっかり考えることが大事だと思うという話をした。」
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研究内容② 望ましい人間関係を形成する学級活動の充実 

 

 昨年度は、「望ましい人間関係を形成する学級活動」をキーワードに、「話合い活動」と「係

活動」の充実を図る研究実践を行った。その成果（○）と課題（●）は、以下のようにまと

められる。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 自分たちが所属する学級集団を準拠集団化させるために、学級内のさまざまな事柄を話合

いによって集団決定し、それを尊重することが大切であるということを生徒たちは理解する

ことができた（道徳的実践力）。反面、集団決定したことや集団での役割を果たすことなど、

集団にどのようにかかわっていくかという自主的、実践的な態度面（道徳的実践）において

やや個人差がみられることが分かった。原因としては、「１話合いの内容と方法の質の問題」、

「２話合い後の実践や自己評価を含めた評価の問題」の２点が考えられる。 

 以上の成果と課題をふまえて、学級活動における『YOU I トーク』を       こと

ととらえ、本年度は、以下の研究実践に取組んでいる。 

 

 

 
 

１ 意図的・計画的な学級活動における「話合い活動」の充実 

 

（１）学級活動年間指導計画の作成 

意図的・計画的な「話合い活動」

を充実させるためには、その活動内

容の意図が明確に反映され、計画的

に配置された指導計画であるとい

うことが不可欠である。そこで、本

校では「話合い活動」と「道徳の内

容項目との関連」の項目を明確に位

置付けている。これによって、「望

ましい人間関係を構築するため」と

いう特別活動と、「自分、仲間、ふ

るさとを愛す、豊かな心を育むた

め」という道徳教育との関連をより

意識し、その意図を計画的に配置し

た学級活動を展開することができると考えた。学級での話合い活動や係活動等が当た

り前のように活発に行われるようになることが、学級生活の向上やよりよい人間関係

の形成につながり、豊かな心を育むことができると考えている。 

○ 学級活動が充実すれば、学級の雰囲気がよくなり、一人一人にとって居心地のよい場所になると実

感できる生徒が増えた。 

○ 自分たちのことを自分たちのために自分たちで話合うことのよさを実感できる生徒が増えた。 

● 学級活動における話合い活動の大切さは理解しているが、実際の行動にはつなげられていない。 

● 学校や学級での役割や責任を果たすことの重要性を理解しており、係や委員会の仕事に意欲を持っ

て取組む生徒が増えてきた。しかし、個人差もあり、十分だとはいえない。 

● 他者に自分の思いを伝えたり、他者や学級、学校のために行動したりすることに関する項目におい

て、道徳的実践力と道徳的実践の開きがまだ大きい。 

話し合う 

１ 意図的・計画的な学級活動における「話合い活動」の充実 

２ ＰＭ理論を生かした評価方法の構築 

第 1 学年学級活動年間指導計画の一部 
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第1学年 各委員会や生徒会全体での取組に関する質問や疑問点などについて話し合う。

第2学年
これまでの各委員会活動や生徒会全体での取組に、自分たちがどのように関わってきたかという
視点で振り返り、今年度はどのように取組んでいくかを話し合う。

第3学年
本校生徒の現状と課題を出し合い、最上級生としてどのような学校づくりをして卒業を迎えるか
という視点で話合い、今年度の具体的な取組を提案する。

６
月
第
１
週

【共通テーマ】　生徒総会に向けて

方法例話合い活動充実の視点

視点1

何のために話し合うのか
・学級等の実態を材料にする話合い
・生徒からの問題提起を生かした話合い　等

何について話し合い、何を決めるのか

どのような方法で話し合うのが効果的なのか

視点2

視点3

・すべて参加者が何かしらの発言をする機会を設ける
・安易な多数決で話合いを完結させない
・個人としてどうかかわるのか、自己決定までする　等

・全体司会、グループ司会などを輪番制で行う
・グループ討議を取り入れる　　　　　　　　　　　　　等

問題意識を大切にした活動にする

※自主的・実践的な態度を生み出す活動

多様な考えを出し合い、合意形成（集団決定）する活動にする

※集団決定の重みを理解し、折り合い、主体的にかかわる活動

リーダーシップとメンバーシップを身に付けられる活動にする

※司会者が育つ、誰もがリーダーになる活動

また、３年間の年間指導計

画を明確にし、単発的な話

合い活動ではなく、系統的

な話合い活動を行うように

した。例えば、６月の第１

週目には、全学年で生徒総会に向けた話合い活動が各学級で行われる。その際は、上

表のように、各学年の実態や段階に応じた視点を持って話し合う。実際の生徒総会で

は、それぞれの立場を明確にして発言する姿が見られた。意図的・計画的な話合い活

動を充実させることは、学校全体の望ましい集団活動につながると考えている。 

 

（２）望ましい集団活動へと向かう話合い活動（『YOU I トーク』）の視点 

本校では、これまで、望ましい集団活動へと向かう話合い活動を充実させるための

視点として、以下の３つの視点での授業づくりを行ってきた。 

 

本年度もこれら３つの視点を踏まえ、「生徒の問題意識、問題提起からスタートす

る話合い活動」、「多様な考えを出し合い、集団決定を尊重することを前提とした合意

形成を行う話合い活動」、「集団決定に準じた自己決定も行う話合い活動」、「決めたこ

とは必ず全員でする。できなければ修正して、必ずする。やってよかったと全員が実

感する。」学級活動を積み重ねていく。 

 

（３）『話合い活動マニュアル』の作成と活用 

上述した、望ましい集団活動へと向かう話合い活動の３つの視点に従い、『話合い

活動マニュアル』（以下『マニュアル』と表記）を作成した。『マニュアル』を作成したこと

によって、何のために話し合うのか（視点１）、何について話し合い、何を決めるの

か（視点２）、どのような方法で話し合うのが効果的なのか（視点３）ということを一

つ一つ整理しながら、充実した話合い活動を進めていくことが可能となった。 

 

  ① 何のために話し合うのか（視点１） 

「いつ」「どの場で」「だれと」するの

かによって、右のようにさまざまな話合

い活動が設定されていく。また、本校で

は話合い活動の種類を次頁で示すように

４つに分けて整理している。話し合う内

容が４種類のどれに当てはまるのかをま

ず明確にすることで、何のために話し合

メンバー

学級会 クラス全員
企画（計画）委員会 企画（計画）委員

朝の会・帰りの会 クラス全員
係活動の時間 係員

生徒総会 全校生徒

生徒議会
生徒会執行部

各委員長
クラス代議員

生徒会推進委員会
生徒会執行部

各委員長
委員会活動 各委員

部活動 部員
キャプテン会議 各部キャプテン

どのような場

学

級

生

徒

会

その他
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① 決める話合い 
 ※ 学級目標決め、生徒会スローガン決め、係決め、レクレーション決め など 

② 解決する話合い 
※ 学級で起こった諸問題の解決、学校の課題の解決、係（委員会）活動の改善など

③ 創る（生み出す）話合い 
※ ルールづくり、ルールの見直し、新しい係づくり など 

④ 確認する話合い 
※ 各係（委員会）などからの連絡、報告 相談 など 

うのかという目的を参加者全

員で共有することができる。 

    また、生徒一人一人が視点 1

を持って話合い活動に参加で

きるように、『マニュアル』で

は、議題の設定から、実際の話

合い活動に至るまでの事前準備の大切さを示している。 

議題の選定にあたっては、右のような提案カードや議題箱などを活用したり、

生徒たちの日常の会話の中から話し合う必要性のあるものを拾い上げたりするな

ど、日常的に生徒達自身の問題意識の中から議題が提案されるような工夫を行っ

ている。決まった提案は、何のためにその話合いをするのか、目的をはっきりさ

せる。目的をはっきりさせることによって、議題が

「レクリエーション大会をしよう」から「もっとク

ラスの絆を深めるためにレクリエーション大会をし

よう」と変わる。目的が決まったら、提案理由、話

合いのめあて、討議の柱を決める。討議の柱に関し

て、「だれがどのような意見を持っているのか」「ど

のような意見を持っている人が多いのか」「少数意見

は？」「反対意見は？」など、学級アンケートなどを

実施し、事前に把握することによって話合いをスム

ーズに進めることができる。 

このように、事前の準備を十分にしておくことが

スムーズな進行と明確な意図にもとづいた集団決定

へとつながると考える。 

 

② 何について話し合い、何を決めるのか（視点２） 

話合い活動をよりスムーズに運営し、意義のあるものにするためには、全員が

納得する結論（折り合い）を出し、話合いで決まったことは全員で協力する（集

団決定の尊重）ことが大事である。下図は、学級会での板書例である。原案から

討議を深め、良い点、心配な点を出し合いながら、よりよい改善策を生み出す過

程がまとめられ

ている。話合い

の過程を視覚的

にわかりやすく

記録に残してい

くことで、互い

の意見等が整理

され、折り合い

をつけながら結

論にたどりつく

ことができる。 

このように板

提案したいこと

提案理由

提案ありがとうございました。

あなたの提案は、

話し合いをします。

みんなへ連絡・相談します。

当番・係にお願いします。

さんにお願いします。

先生にお願いします。

より

提案カード

名前（　　　　　　　　　　　　　　）

提案してくれた（　　　　　　　　　　）さんへ

切 り 取 り 線
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①開会・司会者自己紹介
 

②議題の確認 
 

③提案理由の説明 
 

④討議の順序とめあて

の確認 

⑤先生から 

 

⑥討議 

 

 

 

 

       ※ 

 

 

 

 

⑦決定事項の確認    
 

⑧先生から 
 

⑨閉会 
 

★ 次の討議の柱がある場合には、※の部分を繰り返しながら話を進めていく 

班で採決 個人で 

起立。気を付け。今から第○回学級会を始めます。礼。司会の○○です。記録の・・・ 

今日の議題は～です。 

では、討議に入りたいと思います。 

まず、①～についてです。○分間、個人で考えてください。始めてください。 

（ ～ ○ 分 後 ～ ） 

話し合いを止めてください。意見を発表してください。 

意  見  発  表 

△△さんに対して、似た意見や付け足し意見はありませんか。 

提案者の○○(先生・活動班など)から提案をしてもらいます。 

・今日の議題の提案理由 

今の提案について質問はありませんか？ 

質問がないようなので、今日の学級会の流れについて確認します。今日の討議の柱は、～

で、○○と○○を決めたいと思います。今日の話し合いのめあては、『   』です。 

次に先生からのお話です。先生お願いします。 

△△さんは質問に答えてください。 

質問への回答 

今の回答でいいですか？ 

(意見がこれ以上でないようなら…)他にありませんか。 

(意見の集約が終わったら)今出ている意見に質問や、修正意見はありませんか？ 

(必要に応じて) では今出ている意見から、○つにしぼりたいと思います。 

多数決をとります。手を挙げてもいい回数は□回までです。 

 

今日決まったことを、記録者の(    )さんから発表してもらいます。 

記録者は、今日の話し合いでの決定事項を読み上げる。 

最後に先生からのお話です。お願いします。

起立。気を付け。これで、第○回学級会を終わります。礼。 

提案者は質問に答えてください。 

提案者の回答 

今の回答でいいですか？ 

安易な多数決になってしまう話合いの状態 
● 話し合う前と話し合った後の提案が同じであり、 

話合いが深められていない。 

● 『反対意見』についての議論がなされていない。 

● 『少数意見』についての議論がなされていない。 

書の仕方を含め、シートなどを工夫することによって「何について話し合い、何

を決めるのか」ということを参加者全員が理解して話合いを進めることができる。 

また、折り合いをつけながら集

団決定を行う際に絶対に不可欠な

視点は、「安易な多数決をしない」

ということである。安易な多数決

とは、右に示したような状態のま

ま執り行われる多数決のことであ

る。前頁の板書例示したように、話合いが深められ、Ａという原案が、よりよく

改善されたＡ´という案に変わっている状況で多数決をしたとしても安易な『多

数決』にはならない。 

このように、『マニュアル』では、話合い活動において、集団決定を尊重し、折

り合いをつけながらすべての参加者が何らかの形で発言をしていくことの大切さ

を示している。 

 

③ どのような方法で話し合うのが効果的なのか（視点３） 

     『マニュアル』では、右のような司会進

行シートも示している。全体司会、グル

ープ内司会を可能な限り、輪番制で行う

ため、誰でもこれをガイドとして活用で

きるようにしている。この進行シートを

活用することで、本番の進行のみならず、

事前にさまざまな打ち合わせを行うこと

もでき、司会者が本番での話合いに見通

しを持って臨むことができる。 

しかし、司会者がどれだけ入念に準備

をしていても、なかなか意見が出ず、話

合いが停滞してしまうような場合もある。

そのような場合、どのようにして話合い

を活性化させるか、少人数のグループな

どを活用した『YOU I トーク』の進め方

についても身に付けられるようにしてい

る。また、少人数グループでの『YOU I ト

ーク』でも、話合いをリードする司会者

を立てている。司会者を可能な限り輪番

制にすることで、すべての生徒がリーダ

ーとフォロアーを経験することができ、

「どのような方法で話し合うのが効果的

なのか」という視点でのリーダーシップ

とメンバーシップを身に付けることがで

きると考える。 

 意見が出にくい時の グループ『ＹＯＵ Ｉ トーク』  

① 『ＹＯＵ Ｉ トーク』 ⇒ 個人発表 

 「意見が出にくいようなので、班で簡単に『ＹＯＵ Ｉ トーク』をしてもらいたいと思いま

す。時間は○分間です。その後、各個人で発表してもらいます。では机を班にしてはじめて

ください。」「時間です。机を戻してください。」 

 

② 『ＹＯＵ Ｉ トーク』 ⇒ 班別発表 ※個人発表が苦手な人の意見も聞ける 

「意見が出にくいようなので、班で簡単に『ＹＯＵ Ｉ トーク』をしてもらいたいと思いま

す。時間は○分間です。その後、各班の班長さんに代表して発表してもらいます。班長さん

は、班で出た意見を整理しておいてください。では机を班にしてはじめてください。」 

「時間です。机はそのままで構いません。」 

「では、１班さんからどうぞ」 

「１班さんで出た意見以外の意見が出た班の班長さんは挙手してください。」 

「今、出た意見以外の意見がある班の班長さんは挙手してください。」 
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課題達成機能（P） 集団維持機能（M）

学習目標達成の視点 支持的風土形成の視点

A B

活動の成果・課題達成度 集団の凝集度・まとまり

C D

個人の活動への貢献度 個人の集団の中での安定感

集団（学級）

個人（自分）

課題達成機能（P） 集団維持機能（M）

学習目標達成の視点 支持的風土形成の視点

A B

合唱コンクールですばらしい合
唱を披露することができたか
（金賞をとることができたか）

合唱コンクールの一連の活動を
通して、学級がまとまることが
できたか

C D

合唱コンクールに向けた一連の
活動に、自分自身がどれだけ意
欲的に取組み、貢献することが
できたか

合唱コンクールの一連の活動を
通して、学級が自分自身にとっ
て居心地のよい場所になったと
感じられるか

集団（学級）

個人（自分）

合唱コンクール金賞を目指した学級での取組に関する評価　（例）

２ PM理論を生かした評価方法の構築 

 

   集団決定したことや集団での役割を果たすことにおいてやや個人差がみられるとい

う問題が、昨年度の課題として挙げられた。このことは、話合い事後の実践に対する生

徒一人一人の評価活動が不十分なことが原因であったと考える。そこで本年度は学級活

動をはじめとする集団活動の評価方法の構築を目指した。 

評価の尺度を作るにあたっては、集団活動が「成功した」という教師の自負だけでは

なく、生徒一人一人が「心から楽しいと思ったか」「自分の糧となったと思ったか」と

いうような自己の充実感や達成感といった「主観」を評価に組み込んでいく必要がある。

そこで、本年度は、本研究の基盤でもあり、また、杉田洋氏らも特別活動におけるその

視点の重要性を提唱するＰＭ理論にもとづいた評価方法を取り入れることにした。 

   課題達成機能についての集

団からみる視点（右表 A）は、

その集団活動によって得られる

成果であり、目標への到達度で

ある。また、集団維持機能につ

いて集団から見る視点（右表 B）

は、その集団活動によって得ら

れる集団としての凝集性やまと

まりである。このことを個々の

生徒からも見ることが大切であ

り、これが一人一人個人の「主

観」を評価する視点である。課

題達成機能を個人から見る視点

（右表 C）では、その成果を上

げるために一人一人の子どもが

「どれだけ貢献できたと感じているか」ということが問題となる。また、集団維持機能

を個人から見る視点（右表Ｄ）では、その活動を通して「自分にとって集団がどれだけ

いやすい場になったと感じるか」が問題になる。これらの視点をもとに、「学級はどう

であったか」「自分はどうであったか」の両者の視点で、生徒一人一人が行った自己評

価を分析していくことによって、学級での集団活動が望ましい人間関係を築き上げるも

のであったのかどうかを総合的に評価することができると考えている。 

  

３ 学級活動の実践 

【第３学年 学級活動１-(ア) 体育大会でのフォークダンスの実施について、クラスの思いをまとめよう】 

本
時
の
目
標 

学習目標達成の視点 支持的風土形成の視点 

一人一人が学級集団の一員としての自覚を持

ち、賛否双方の考えを出し合い、折り合いを付

けながら、体育大会でのフォークダンスの実施

についてよりよい結論に向けた話合いを行う。 

安心して発言できる雰囲気の中で、一人

一人が互いの考えを認めつつ、自分の意見

をしっかりと伝え、話合いをしてよかった

と感じることができる。 
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 学習活動・主な発問等 生徒の反応等３つの視点から 

事
前 

○ 体育大会実行委員会の立ち上げ  【学活】

○ 実行委員によるフォークダンス実施の提案と 

アンケート調査       【帰りの会】

○ アンケート調査の結果発表及び学級会開催の 

提案            【帰りの会】

○ 司会・提案・教師との事前打ち合わせ【放課後】

 

本 
 

時
【
Ｙ
Ｏ
Ｕ 

Ｉ 

ト
ー
ク
】 

開会・役割確認 

１ 議題について 

２ 提案理由の発表 

 

 

 

 

３ 討議の流れ説明・話し合いのめあて発表 

４ 討議 

（１）意思表示 

 

 

 

（２）賛成理由、反対理由を出し合う。 

 

 

（３）質疑応答 

（４）改善策等を出し合う【折り合い】 

（５）合意形成【集団決定の尊重】 
５ 決定事項の確認 

６ 自己決定  

「私の決意表明」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事
後

○ 体育大会に向けた個々の取組 

○ 体育大会実行委員会の充実 

○ 決定事項の修正 

 

【生徒の変容○と今後の展望☆】 

 ○ 生徒の思い、問題意識から設定された議題であったので、

生徒一人一人が自身のこととして思いを出し合うことがで

きた。賛否はあったが、互いが妥協点を探り、折り合いをつ

けたことで、よりよい方向で結論がでた。このことで、当初

の意見とは違う結論であってもそれを素直に受け入れ、尊重

する生徒の姿が見られた。視点１・２ 

☆ 発言者がやや固定していたところもあったので、グループでの話合いの場を適宜設定するなどして

少数派の意見も全体の場に上がってくるような話合い活動の工夫をしていきたい。視点２・３ 

☆ 結果的にフォークダンスの実施が見送られ、『一の宮音頭』の実施へと変更になったことでＰの視点

での評価が集団、個人共に低くなったが、学級会を通してそれぞれの思いを素直に表現することがで

きたことによって、Ｍの視点に関する評価はともに高くなった。このような話合いを重ねることが、

Ｍ機能を高めることにつながることが分かった。今後も学級での話合い活動を充実させていきたい。 

視点１
賛成「最後の体育大会なので楽しみたい。」 
   「誰とでも仲良くなれる機会だと思う。」 
   「思い出になると思う。」 
反対「男女で手をつなぐのは恥ずかしい。」 
   「昼休みはゆっくり体を休めたい。」 

  「練習する時間が。」

【決定事項】視点２
体育大会でのフォークダンスの実施を先生方に要望しよう。 

体育大会でのフォークダンスの実施について、クラスの思いをまとめよう。 

【生徒の感想】 
「素直な気持ちを伝えることができてよかった。」 
「みんなで決めたことなので、決まったからには楽しみたい」 

【実行委員より】フォークダンスの実施についてアンケートを実施したが、想像以上に反対意見が多かった。気持ちを十分に聞いて

いなかったと反省した。改めて「フォークダンスの是非（良し悪し）について３の１の一人一人の意見を聞き、話合いたい」できる

ことなら「体育大会の昼休み時間にでもレクレーションとして実施することを先生方にお願いしたい」と考え本議題を提案した。 

視点３ 
「自分の意見を発表してください。」
「質問や付け加えはありませんか。」

討議前の個人の意思

を表示する。（ネーム

プレートの活用） 

視点２【折り合い】
「お互いの気持ちはよくわかりまし
た。男女や学年を適当に混ぜて列を
作るという方法はどうですか？」 

視点２
「やっぱり恥ずかしい。」 
「それもわかるけど、それもま
たいい思い出になるのでは。」

「賛成、反対の人がお互い納得でき
るような改善案はありませんか」 

課題達成機能（P） 集団維持機能（M）

学習目標達成の視点 支持的風土形成の視点

平均　2.8 平均　３・５

フォークダンスを実施し、体育
大会を盛り上げることができた
か

フォークダンス実施を目指すこ
とで、学級がまとまることがで
きたか

平均　2.8 平均　3.2

フォークダンスの実施に向け
て、自分自身がどれだけ貢献で
きたか

フォークダンス実施に向けた取
組を通して、学級は居心地のよ
い場所となったか

フォークダンスの実施を先生方に要望し、体育大会を盛り上げる取組

４段階評価

集団（学級）

個人（自分）
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あ そ はな うた

あいさつ
げんき

そうじ
かんぺき

はな
いっぱい

うたごえ
ひびく

プ
ロ
ジ
Ḓ

ク
ト

いつでも・どこでも・だれとでも・だれにでも

研究内容③ 自治的な生徒会活動の充実 

 

本校生徒の自主的・実践的態度の育成を目指し、一の宮中学校の伝統と先輩たちの取組を

土台に、今年度は『Ｏｕｒ Ｓｃｈｏｏｌ ～２９３人と共に創る一中ブランド～』の生徒会

スローガンを掲げ、生徒一人一人がやりがいと責任を

もって活動できる生徒会活動を目標に取組んでいる。

また、生徒自らが自分たちの学校を見つめながら課題

を見付け、話合い活動を通じて、よりよい学校づくり

に向けての改善策を模索し、実践する取組を継続して

行い、生徒一人一人の力と学校全体のレベルアップを

目指している。 

昨年度の生徒会執行部を中心に起草したプロジェク

トである『あそはなうたプロジェクト』に今年度も継

続して取組んでいる。「あいさつ」・「そうじ」「はな（環

境）」「うた（表現）」の 4 つの取組は、「こんな学校に

したい」、「こんな学校の生徒の一員でありたい」とい

った理想の学校に近付けるために必要なことだと多くの生徒が考えている。生徒一人一人、

そして学校全体としても、その実践と成果が目に見えやすいものであり、委員会活動を中心

に、学年やクラスなど様々な単位で意欲的に取組を始めている。『あそはなうたプロジェク

ト』という自治的な取組に、一人一人の生徒が生徒会組織の一員としての自覚と責任感をも

ち、共に協力し、信頼し支え合いながら臨むことで、「望ましい人間関係」を育むことがで

きると期待している。 

 

 昨年度の『あそはなうたプロジェクト』を中心とした生徒会活動の研究実践を通しての、

成果（○）と課題（●）は、以下のようにまとめられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 豊かな心を育む上で、道徳的実践の場である特別活動の場の果たすべき役割は非常に大き

い。中でも、生徒たちが自らなりたい姿を決め、その姿に向かって自治的な活動を行う生徒

会活動は、「心」と「行動」との一致をうながす絶好の場であると考える。しかし、昨年度

の取組を通して、時間と場の確保、綿密な計画の必要性の問題が課題として浮かび上がった。

綿密な計画のもと、時間と場を十分に確保しながら自治的な生徒会活動を充実させるために

はどうすればよいのであろうか。 

生徒会活動の目標は、学習指導要領第５章の第の〔生徒会活動〕の１「目標」で次のよう

に示されている。 

 

 

○ 『あそはなうたプロジェクト』という言葉が浸透したことで、「あいさつ」「そうじ」「花環境」「歌

声」に力を入れた生徒会活動を充実させるという共通イメージを、教師と生徒が共に持つことでき、

取組の充実を図ることができつつある。 

○ 生徒たちが、学校行事などに向けた、学校、学年、学級での取組を通して、他者とのかかわりの中

で充実感や達成感を味わいたいと強く願っていることがわかった。 

● 徐々に自治的な生徒会活動になりつつあるが、さらに充実させるためには、生徒に考える時間とき

ちんと実践できる場を十分に与えなければならない。しかし、時間、場には限りがあるので、教師側

の明確な意図と緻密な計画が不可欠である。 

生徒会活動を通して、望ましい人間関係を形成し、集団や社会の一員としてよりよい学校生活づく

りに参画し、協力して諸問題を解決しようとする自主的、実践的な態度を育てる。 
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よりよい人間関係を築く力、社会に参画する態度や自治能力の育成が重視され、具体的な

内容として、①生徒会の計画や運営、②異年齢集団による交流、③生徒の諸活動についての

連絡調整、④学校行事への協力、⑤ボランティア活動などの社会参加の５つの活動の充実が

謳われている。また、「中学生熟議」の考え方によると、子どもたちが家庭や地域社会の一

員として、さらには広く社会の成員として、よりよい集団生活や人間関係を築くために「話

合い」を重ねながら「協同して取組む一連の自主的、実践的な活動」が生徒会活動であると

いうことができる。つまり、生徒達が議論を重ね、練り合いながら自治的に運営していく活

動が生徒会活動だといえる。 

そこで、本年度は、この練り合う生徒会活動を必然的に生み出すような自治化プログラム

を構築することによって、より綿密な計画のもと、時間と場を十分に確保しながら自治的な

生徒会活動をさらに充実させることができるのではないかと考える。 

以上のことから、学校でのよりよい集団生活や人間関係を築くために、全校生徒で議論を

しながら取組を決め、実践していく場を生徒会活動における『YOU I トーク』の場としてと

らえ、       をキーワードに、以下の研究実践に取組むことにした。 

 

 

 

 

１ 『生徒会活動自治化プログラム』の構築 

～練り合う活動を必然的に生み出す１か月の活動サイクル～ 

 

子どもたちの自発性、自治性を育むためには、活動の流れ（サイクル）を明確に示す

必要があると考える。「いつ話し合うことができるのか（話合いの場）」、「どこで全

校生徒にお知らせできるのか（発表の場）」という小さなゴールを明確に設定しておく

ことで、そのゴールに向かうための子どもたちの自主的で創造的な活動がスタートする

と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練り合う 

第１週目

生徒集会

第２週目

予備

第３週目

生徒議会

第４週目

専門委員会

（報告会）

その月の重点活動や取組につい

てのお知らせや、協力のお願いを

全校生徒に向けて行う機会とする。
今月の取組の反省

と今後の取組につい

て意見を出し合う機

会とする。できる限

り同日の放課後に、

専門委員会の内容に

ついて生徒会執行部

で報告会を行う。
今月の重点活動及び取組の経

過報告、来月の重点活動計画及

び生徒集会の役割確認。その他、

行事の検討を行う機会とする。

『生徒会活動自治化プログラム』の構築 
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○ 専門委員会 

本校は生徒会組織の中に１１の専門委員会をもって

いる。４月に行われた新入生歓迎行事の際に、各専門委

員会（委員長・副委員長）からの活動方針（マニフェス

ト）や活動計画等のお知らせ、委員の募集を行った。そ

れを受けて、生徒は各学級に戻り、それぞれが希望する

専門委員会を決める話合いにつなげた。また、専門委員

会の活動には、委員長・副委員長に「常時活動～一中が

スムーズに動くために不可欠な当番活動～」と「自治活動～一中をより楽しく、活気

ある学校にするための活動～」を明確に分け、年間計画を作成する指導を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 生徒議会 

    生徒会執行部（生徒会役員及び専門委員長）と各学

級の代議委員によって、生徒議会を行っている。生徒

会活動を引っ張る生徒のリーダー（生徒会執行部）と

各学級の意見を吸い上げてきた学級のリーダー（代議

委員）が話合いを行う場である。また、話し合う内容

によっては、生徒会執行部だけでの生徒議会を行うこ

ともある。生徒集会の役割分担や発表内容の確認を行っている。 

 

○ 生徒集会 

学級から吸い上げられ、生徒議会で練り上げられ、決定したものを全校生徒に発表

する場が生徒集会である。各月の重点委員会活動や行事のスローガンの発表など、全

校生徒に活動や取組の「スタート」を意識させる場になるようにしている。 



- 21 - 
 

生徒総会に向けた全校アンケート 

一の宮中学校 生徒会長

学年（   ）年  性別

◇以下の質問項目について、あなた自身の評価を○で囲んでください。（※24・25 は記述

No. 項目 
よく 

できている

だいたい

できている

1 地域の方々、先生方、友達にさわやかなあいさつができていますか。 4 3

2 安全タスキをきちんと着用して、登下校できていますか。 4 3

3 交通マナーを守って登下校できていますか。 4 3

4 8:10 着席完了に間に合っていますか。 4 3

5 朝読書に取り組んでいますか。 4 3

6 一中ノートは朝きちんと提出できていますか。 4 3

7 授業２分前着席はできていますか。 4 3

8 授業前の黙想はできていますか。（姿勢を正す、目を閉じる） 4 3

9 授業前後のあいさつはしっかりできていますか。（姿勢、５秒礼、声） 4 3

10 制服は正しく着ていますか。（下着の色、ボタン、リボンなど） 4 3

11 髪型はきまりを守っていますか。（髪型、長さ、ゴムの色など） 4 3

12 靴は大切にはいていますか。（かかと踏み、汚れ） 4 3

13 給食当番として 準備はテキパキとできていますか 4 3

 ２ 生徒会活動の実践【生徒会活動の方向性について議論し議決する生徒総会の取組】 

  

これまでに述べてきた『生徒会活動自治化プログラム』のサイクルをもとに、今年度

６月に行った生徒総会の実践を以下にまとめることにする。 

 時間 活動内容 

事

前

の

活

動 

２０分 

 

 

１５分 

２０分 

 

 

 

５０分 

 

６０分 

 

 

５０分 

【事前１】 生徒会役員会８名 

・生徒総会の議題決定に向けた話合いを行う。 

・本校の実態（良さ・改善すべき点）を探るため、

全校アンケートの作成を行う。 

【事前２】全校アンケート実施全校生徒２６１名対象 

【事前３】生徒議会：生徒会執行部・学級代表 約２７名 

・全校アンケート結果の報告を行い、一の宮中の

良さと課題を整理し、「良さを伸ばすこと」、「課題

を改善すること」の２つの視点から、「よりよい一

の宮中（一中ブランド）を創り上げるためにどん

な取組・活動ができるか」を学級討議へとおろす。 

【事前４】学級会 ９クラス 

・生徒会役員が全校アンケート結果の報告を行い、

学級での話合いを行う。 

【事前５】生徒議会：生徒会執行部・学級代表 約２７名 

・各学級からの取組・活動案の報告を行う。 ・生徒議会での提案（取組・活動案）を決定する。 

【事前６】学級会 ９クラス 

・各学級で、生徒会からの提案についての賛否・意見・改善案・代替え案を話し合う。 

話

合

い 

５分 

 

 

３５分 

（１５分） 

 

 

（２０分） 

 

 

 

４０分 

（１５分） 

 

 

（２５分） 

 

 

 

３分 

生徒会役員からの提案及び提案理由の説明 

・よりよい一の宮中（一中ブランド）を創り上げるために、①「一人一鉢花を育てる活動」と②「たてわり

班での活動」を学校生徒で取り組んでいきたいことを提案する。 

【議題１「一人一鉢花を育てる活動」についての話合い】 

全体討論 

・各学級でまとめた意見（提案①「一人一鉢花を育てる活動」のメリット、デメ

リット）を出し合う。 

集団での合意形成 

・「よりよい一の宮中（一中ブランド）を創り上げるため」という目的を確認しながら、修正案を提案したり、

不足しているところを補ったり、フォローし合ったりする。 

・多数決は一人一票で行い、一人一人の決定に責任を持たせる。 

【議題２「たてわり班での活動」についての話合い】 

全体討論 

・各学級でまとめた意見（提案②「たてわり班での活動」のメリット、デメリッ

ト）を出し合う。 

集団での合意形成 

・「よりよい一の宮中（一中ブランド）を創り上げるため」という目的を確認し

ながら、修正案を提案したり、不足しているところを補ったり、フォローし

合ったりする。 

・多数決は一人一票で行い、一人一人の決定に責任を持たせる。 

決定事項の確認 

実
践
・
事
後
の
活
動 

３０分 

 

 

４０分 

【事後１】生徒会役員会 ８名 

・生徒総会の反省と決定事項の確認を行う。 

・今後の活動の実行の方向性を確認する。 

【事後２】生徒議会：生徒会執行部 １９名 

・「一人一鉢花を育てる活動」、「たてわり班での活動」を役割分担し、よりよい生活づくりのために協同して

実行する。 
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研究内容④ 『ＹＯＵ Ｉ トーク』で響き合う校内環境づくり 

 

 「環境は人を育てる」というように、学校教育において、日々の生活する学校や学級の環

境が生徒に与える影響は大きい。昨年度は、「日常的に道徳的価値に触れる環境づくり」を

合言葉に、本校で育てたい３つの心（「自己実現を楽しむ心」「自他を大切にする心」「ふるさとを愛する心」）の観

点から、日常的に道徳的価値に触れられるような環境づくりを行ってきた。その成果（○）

と課題（●）は、以下のようにまとめられる。 

 

 

 

 

 
 

 校内環境はおおむね整備されてきたが、あくまで整ってきたという段階である。日常的に

生徒の心に響くような環境づくりにまでは至っていない。そこで本年度は、生徒の内面に働

きかけ、そこから生徒同士の交流を生み出す環境づくり、生徒同士の会話が必然的に生まれ

る環境づくりを目指したいと考えた。 

以上のことから、校内環境をきっかけに生徒同士の会話が生まれる場を『YOU I トーク』

の場ととらえ、       をキーワードに、以下の研究実践に取組んでいる。 

 

 

 

 
 

１ 学級の仲間と響き合う教室環境づくり 

 

生徒が学校生活のほとんどを過ごす各学級の教室

内環境は非常に重要である。そこで、生徒同士の『YOU 

I トーク』が必然的に生まれる教室環境づくりを行

った。各学級の最終的な目的地でもある「学級目標」

を大きく掲げ、そこに向かう軌跡を掲示物で表現す

るようにした。生徒達が自ら自分たちの教室環境を

創り上げていくことで、必然的に『YOU I トーク』

が弾み、よりよい人間関係づくりにつながると考え

た。また、行事ごとの振り返りや道徳のワークシー

ト等には、班や自然発生グループでの『YOU I トー

ク』を通してコメントなどを記入し合い、生徒同士

の響き合いが視覚的に見えるようにした。このよう

な教室掲示の工夫をしてきたことで、掲示物を介し

て『YOU I トーク』が弾む、学級の仲間と響き合う

教室環境を整えることができてきた。 

○ 『あそはなうたプロジェクト』の「無言清掃」「花環境整備」に加え、ボランティア活動や校内の

ペンキ塗りなどをしたことによって校内がきれいになった。 

● 環境が人の心に及ぼす影響が大きいこと、教室や学校の環境が生徒の心を映す鏡であることを教

師、生徒ともに十分理解し、わずかな変化にも気付き、互いに声を掛け合える雰囲気づくり（環境を

介しての『YOU I トーク』）が必要である。また、生徒が自分たちで環境づくりをしていけるよう、

各学級の係活動や生徒会活動を充実させる必要がある。 

１ 学級の仲間と響き合う教室環境づくり 

２ 学年の仲間と響き合う学年環境づくり 

３ 学校全体で響き合う校内環境づくり 

響き合う 

全学級掲示の「学級スローガン」

学級壁新聞 学級活動で話し合ったことを掲

響き合いが見えるシートの掲示 
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２ 学年の仲間と響き合う学年環境づくり 

 

本校では、学年単位での集団づくりにも力を入れてい

る。学年全体の雰囲気が、生徒の人間関係に大きな影響

を及ぼす。そこで、学年全体のよりよい雰囲気をつくり

出す各学年の環境づくりに取組んだ。各学年の廊下には、

クラスの代表である代議員が中心となって掲げた学年

スローガンが大きく掲示してある。また、行事ごとの写

真や教科ごとの掲示等によって、互いのがんばりを認め

合ったり、教科の学習内容を振り返ったりといった

『YOU I トーク』が生まれるようにした。さらには、

特別支援学級在籍の仲間と『YOU I トーク』で響き合

うために、階段踊り場の掲示板を利用して活動の様子

等を随時掲示している。このように、それぞれの学年

において、教室掲示と同様に、生徒同士の『YOU I ト

ーク』による響き合いが必然的に生まれる環境づくり

を行っている。 

 

３ 学校全体で響き合う校内環境づくり 

 

校内で最も人通りの多い渡り廊下の掲示板には、生徒会ス

ローガン旗が掲げられている。また、このスローガンに向か

う「一中ブランドづくり」チェックポイントを各学年の廊下

に掲示し、全校生徒が同じ方向を向いて響き合うようにした。

さらには、広報委員会を中心に、季節や行事ごとに学校の様

子を伝える掲示などを行っている。中体連前には各部活動キ

ャプテンの意気込みを放送して、生徒たちの『YOU I トーク』

を生み出すきっかけにしたり、部活動ごとのインタビュー記

事を掲示したり、学校全体で響き合うための取組を行ってき

た。１０月には、「一中ブランドづくり」の一つである「自

学１日９０分」の取組について、実際の生徒の自学ノートを

掲示することで、他の生徒の学習の意欲付け、また仲間同士

の『YOU I トーク』のきっかけづくりとした。 

さらに本年度は、生徒総会で『一人一鉢運動』に取組むこ

とが決まった。日常的に花を育てるという環境が生徒の心情

面をより豊かなものにするだろうと考える。また、自分の鉢

を育てあげることに責任を持ちつつ、仲間の鉢にも気を配る

ことで、『YOU I トーク』が必然的に生まれるものと考える。 

廊下掲示の「学年スローガン」 

文化祭に向け、生徒が立てた計画表の掲示 

職場体験の様子を掲示 英語ノート MVP の掲示

特別支援学級在籍生徒の活動の様子 

H25 生徒会スローガン旗 

「一中ブランドづくり」チェックポイント 

広報掲示「自学ノート」MVP の掲示 
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Ⅲ 研究のまとめ～仮説の検証【研究の成果（○）と今後の展望（☆）】～ 
本校では、昨年度より、生徒の道徳性の高まりを、数値で見取る手段として、生徒が

自身の道徳性を自己評価する『あそはなうたアンケート』（下表）を実施している。この

アンケートは、「道徳の時間」「特別活動」「各教科」の３つの観点と「育てたい３つの心」

とをからめ、それぞれを、主に「大切だと思うか」を問う「道徳的実践力」と、主に「行

動につなげられているか」を問う「道徳的実践」の２つの視点から問いを設定している。

本研究実践が、生徒の豊かな心を育む上で有効な手段であるならば、道徳的実践力、道徳

的実践共に伸びが見られ、さらには、「思っている」ことと「できている」ことがつなが

っていく、つまり「心」と「行動」が一致していくと考えている。 

この『あそはなうたアンケート』を、「豊かな心」の育成状況を測る手段として採用す

る。また、全国学力・学習状況調査の結果を「確かな学力」の向上を測るデータとして、

仮説の検証をする。 

 

１ 仮説①について 

 研究内容①  

 

 

 

 

 

 

 

○ 道徳的実践に関して、全ての

項目で伸びが見られた。特に、

「7」に関しては、まだ評価は低

いものの伸び率が大きい。また、

「5」「6」に関しても昨年度に比

べて自己評価が高くなっている。

各教科やの授業や道徳の時間の中で、

効果的な『学び合い』『語り合い』の場を

設定し、実践を重ねれば、学習目標の達

成と同時に支持的風土が形成され、生徒

に「確かな学力」と「よりよい人間関係」

を育むことができるであろう。 道徳的実践力（心） 道徳的実践（行動）

　各教科の学習は大切だと思う。 1 　各教科の学習をがんばっている。

　各教科の学習は自分の人生に役立つと思う。 2 　各教科の学習は自分の人生に役立っている。

　各教科において、苦手なものでもわかるまであきらめずに努力することは大切
だと思う。

3 　各教科において、苦手なものでもわかるまであきらめずに努力している。

　好きな教科や内容がある。 4 　好きな教科や内容について、自分で学習して力を高めている。

　各教科の授業でも互いに協力したり、教え合ったりして学習することが大切だ
と思う。

5
　各教科の授業でも互いに協力したり、教え合ったりして学習することができて
いる。

　授業中、他者の話を最後まできちんと聞くことは大切だと思う。 6 　授業中、他者の話を最後まできちんと聞くことができている。

　授業中、自分の意見や考えを発表することは、自分や仲間にとって大切だと
思う。

7 　授業中、自分の意見や考えを発表することができている。

　授業中、他者の真剣な発言や不得手な部分をばかにして笑うことは許されな
いと思う。

8 　授業中、他者の真剣な発言や不得手な部分をばかにして笑うことはない。

　しっかりと反応をし、集中して授業に臨むことは、学級や一の宮中にとって大切
なことだと思う。

9
　しっかりと反応をし、集中して授業に臨み、学級や学校の雰囲気をよくしてい
る。
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心

道徳的実践力

10 道徳 　目標を持って努力する人間になりたいと思う。 4　3　2　1 10 　目標に向かって努力することが好きで、努力している。 4　3　2　1

１１ 特別活動 　共にがんばれる仲間（友達）が必要だと思う。 4　3　2　1 １１ 　共にがんばれる仲間（友達）がいる。 4　3　2　1

１２ 各教科
　各教科において、苦手なものでもわかるまであき
　らめずに努力することは大切だと思う。

4　3　2　1 １２
　各教科において、苦手なものでもわかるまであき
　らめずに努力している。

4　3　2　1

１３ 道徳 　自分にはよいところがある。 4　3　2　1 １３ 　自分のよいところを発揮している。 4　3　2　1

１４ 特別活動 　友達のよいところを見習うことは大切だと思う。 4　3　2　1 １４ 　友達のよいところを見習って自分を高めている。 4　3　2　1

15 各教科 　好きな教科や内容がある。 4　3　2　1 15
　好きな教科や内容について、自分で学習して
　力を高めている。

4　3　2　1

16 道徳 　人の役に立つ人間になりたい。 4　3　2　1 16 　誰かの役に立てるような生き方をしている。 4　3　2　1

17 特別活動
　学校や学級などにおいて、その一員としての役
　割や責任をしっかりと果たすことは大切だと思う。

4　3　2　1 17
　学級や学校のための行動（係・委員会など）を
　積極的にしている。

4　3　2　1

18 各教科
　各教科の授業でも互いに協力したり、教え合った
　りして学習することが大切だと思う。

4　3　2　1 18
　各教科の授業でも互いに協力したり、教え合った
　りして学習することができている。

4　3　2　1

19 道徳 　人の気持ちがわかる人間になりたいと思う。 4　3　2　1 19
　人の気持ちを考えたり、認め合ったりする
　言動ができている。

4　3　2　1

20 特別活動
　学級や身の回りで、悩みを抱えていたり、いやな
　思いをしていたりする仲間がいたら解決したい。

4　3　2　1 20

　学級や身の回りで、悩みを抱えていたり、いやな
　思いをしていたりする仲間がいたら、声をかけた
　り学級に呼びかけたりするなど、何か行動に移す
　ことができている。

4　3　2　1

21 各教科
　授業中、他者の話を最後まできちんと聞くことは

大切だと思う
4　3　2　1 21

　授業中、他者の話を最後まできちんと聞くことが
できている

4　3　2　1
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これらの項目は、まさしく授業中の『YOU I トーク』の場面での行動を問うものであ

る。これは、生徒達自身が、授業中に語り、学び合っていると実感しているというこ

とを示している。 

☆ 昨年度の反省を踏まえ、『YOU I トーク』の系統化に臨んだ。『YOU I トーク』の場

を設定する際の拠りどころとなる生徒の具体的な姿を、授業者がイメージできるよう

になった。今後は、実践を重ねながら、教科の特性や生徒の発達段階に沿うよう、改

訂を重ねていきたい。 

☆ 『YOU I トーク』は目標達成の手段である。やみくもに取り入れるのではなく、各

教科の学習目標を達成するために効果的に取り入れることをより意識した取組を進

めていく。 

※ 「確かな学力」の向上の視点は、全体仮説の検証として後述する。 

 

２ 仮説②について  研究内容②  

 

 

 

○ 道徳的実践力、道徳的実践共に、全ての項目で伸びが見られた。生徒の多くが自主

的、実践的な行動をとることができるようになったと実感していることがわかる。 

○ 昨年度、思っていても行動に移せていないという生徒が多かった「6」「7」の道徳

的実践の伸びが大きい。話合い活動の充実が、集団の支持的風土を醸成し、互いに声

を掛け合ったり、意見や考えを出し合ったりしやすい雰囲気をつくっていると考えら

れる。 

○ 「3」に関して、道徳的実践力、道徳的実践の差が小さい。「共にがんばれる仲間が

いる」という状況こそ、支持的風土のある望ましい人間関係ができつつあることを示

していると考える。 

☆ 研究成果が生徒自身の実感と

して表れてきているが、人間関係

は不安定であるということを教

師側は常に認識していなければ

ならない。生徒の問題意識からス

タートする話合い活動を、今後も

意図的、計画的、継続的に実施し、

より確かな人間関係を形成して

いきたい。 

 

３ 仮説③について 

  研究内容③  

 

 

 

 

 

 

 

学級活動において、意図的・計画的な話合い活動を充実させれば、支持的風土のある望ましい人間関係を形成する

と同時に、生徒に自主的・実践的な態度や「よりよい人間関係」を育むことができるであろう。 

自治的な生徒会活動を充実させれ

ば、集団の一員として互いに練り合い、

自己の役割や責任を果たす中で、支持

的風土のある望ましい人間関係を形成

すると同時に、生徒に自主的・実践的

な態度や「よりよい人間関係」を育む

ことができるであろう。 

道徳的実践力（心） 道徳的実践（行動）
　みんなで話合って協力することは大切だと思う。
　（学校行事・学級活動など）

1
　話合って決まったことを、協力してできている。
　（学校行事・学級活動など）

　命を大切にしようと思っているクラスである。 2 　命を大切にした言動ができているクラスである。

　共にがんばれる仲間（友達）が必要だと思う。 3 　共にがんばれる仲間（友達）がいる。

　友達のよいところを見習うことは大切だと思う。 4 　友達のよいところを見習って自分を高めている。

　学校や学級などにおいて、その一員としての役割や責任をしっかりと果たすこ
とは大切だと思う。

5 　学級や学校のための行動（係・委員会など）を積極的にしている。

　学級や身の回りで、悩みを抱えていたり、いやな思いをしていたりする仲間が
いたら解決したい。

6
　学級や身の回り、悩みを抱えていたり、いやな思いをしていたりする仲間がい
たら、声をかけたり学級に呼びかけたりするなど、何か行動に移すことができて
いる。

　互いの意見や考えを出し合い、よりよい学級や学校を創り上げたいと思う。 7
　自分の意見や考えを出し合って、よりよい学級や学校を創り上げることができ
ている。

　いじめや差別のない学級、学校にしたいと思う。 8
　いじめや差別のない学級、学校にするために、その一員としての正しい行動を
とっている。

　生徒会活動や学校行事が盛り上がると、一の宮中はもっとよい学校になると
思う。

9 　生徒会活動や学校行事等を盛り上げるために、自分にできることをしている。

　阿蘇、一の宮のために、学校、学級のみんなでできることをすることは大切だ
と思う。

10 　阿蘇、一の宮のために、学校、学級のみんなと一緒にできることをしている。
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○ 「7」「9」「10」に関しての伸びが見られた。生徒会活動が、自治的に運営されつつ

あると生徒達自身が実感していることがわかる。 

☆ 学校行事や生徒会執行部が主導する活動においては、多くの生徒たちが、自主的、

実践的な取組ができていると実感している。一方で、「5」にあるように、学級の係活

動や委員会活動といった個々の活動に関しては、まだ取組が十分ではない。今後も「一

人一役」を原則に、各学級での話合い活動と連動しながら、「生徒の」「生徒による」

「生徒のための」自治的な生徒会活動を充実させていきたい。 

 

４ 仮説④について  研究内容④  

 

 

 

○ 校舎回りに花が増えてきたことで、朝の登校時や帰りの下校時に花のそばを通る生

徒が花を見て「きれいだね」「この花何だろう？」という会話をする光景が見られる

ようになった。また、ボランティア委員会の生徒を中心に花の手入れを行い、自分た

ちで学校の花を育てていくという意識を高めることができた。また、学級内の掲示物

にお互いのコメントを書き合うことで、休み時間や放課後にそれらを見てさらに会話

が広がるなど、必然的に『YOU I トーク』が生まれるようになった。 

☆  環境づくりに関しては、やや教師主導での活動が多い状況である。今後は、学校内

の「花カレンダー」（仮称）等を作成し、生徒主体で年間の見通しをもって校内外の

花整備に努められるような取組にまでつなげたい。また、学級花壇の利用等をもっと

計画的に進めていきたい。掲示物に関しても、学級での係活動や各専門委員会での活

動と関連させて、生徒が主体的に環境づくりを行えるようにする。そうすることで、

さらに必然的に『YOU I トーク』が生まれ、互いの心が響き合うものになると考える。 

 

５ 全体仮説について 

 

 

 

 

【あそななうたアンケートの結果から〔「よりよい人間関係」形成の視点〕】 

○ 昨年度５月と本年度１０月の

アンケート結果を見てみると、全

ての項目において、伸びが見られ

た。特に、「自他を大切にする心」に関して

は、道徳的実践（行動）に関する自己評価が

非常に高まった。特に、「授業中に他者とコ

ミュニケーションをとること」「学校行事な

どで他者と協力すること」「仲間意識を持っ

た行動をとること」「公平公正な態度をとる

こと」を問う設問において伸びがみられた。

他者とのかかわりが増えたことを実感し、ま

た自ら他者に積極的に関わることができる

ようになってきたと自己評価している生徒

生徒の生活の基盤である校内の環境を、日常的に道徳的価値に触れ、互いの心が響き合うものにすれば、生徒の「より

よい人間関係」を育むことができるであろう。 

全ての教育活動を貫き道徳性を育む言語活動として『YOU I トーク』を位置付け、『一中プラン』に

基づいた実践を重ねれば、支持的風土の中で必然的に生徒同士が学び合う集団となり、「確かな学力」

と「よりよい人間関係」を共に育むことができるであろう。 

平成２４年 5 月と平成２５年１０月実施結果 「育てたい３つの心」別集計 

※４段階評価：数値が４に近い方が評価が高い
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「全国学力・学習状況調査」【質問紙調査】結果 ※一部 

1
国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分
の考えを話したり、書いたりしていますか

2
国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝
わるように話の組み立てを工夫していますか

3
国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理
由が分かるように気を付けて書いていますか

が増えてきたことを示している。全ての教育活動を貫き道徳性を育む言語活動として

『YOU I トーク』を位置付け、その充実を図ってきた成果が、確実に表れてきている

と考えられる。 

○ 全ての項目において、道徳的実践力（心）と道徳的実践（行動）との差が縮まった。

心と行動が完全に一致するのはなかなか難しいが、「思っていること」「わかっている

こと」を素直に行動化することができる生徒が増えた、もしくは、行動化しやすい集

団（準拠集団）となってきたといえる。 

☆ 生徒は、他者とのかかわりを求め、その中で充実感や達成感を味わいたいと強く願

っていることが分かった。今後もこの取組を継続し、伝統化させたい。全ての教育活

動でさらに『YOU I トーク』を充実させるとともに、道徳的実践の場である特別活動

を活発にすることで、必然的に道徳的価値の自覚を促し、自分、仲間、ふるさとを愛

す心を身に付けさせていく。 

 

【全国学力・学習状況調査の結果から〔「確かな学力」育成の視点〕】 

 本研究を開始した当初、第１

学年であった現３学年の生徒の

学力の実態を「全国学力・学習状況調査」の国語科

の結果から検証した。国語科は、各教科等における

言語活動の基盤を育てる役割を担っているからで

ある。国語の学習において「思考力、判断力、表現

力」の確かな力を身に付けさせることができれば、

必然的に他教科へと波及していくと考えられる。 

○ 「国語 A」問題に関しては、全国及び県と同等

の平均正答率であった。それに対して、特徴的な

のが「国語 B」問題である。全国平均、県平均の

正答率を３％ほど上回った。主として思考力、判

断力、表現力が問われる「活用」の問題において

この成果が得られたことは大きい。また、質問紙

調査からも、生徒が他者との

かかわりを意識した学習をし

ていることが分かった。『YOU 

I トーク』によって学び合う際、他者とのかか

わりの中で思考、判断、表現することが必然で

ある。この結果から、『YOU I トーク』を道徳

性を育む言語活動と位置付け、『一中プラン』

に基づいた実践を重ねてきたことが、支持的風

土の中で生徒同士が学び合う集団を形成し、確

かな学力の育成につながったと考える。 

☆ 他教科においても「活用」に関する領域に伸

びが見られ始めた。このことから、基礎基本の

確実な定着を図りつつ、この取組を継続させ、

「よりよい人間関係」の中で「確かな学力」を

育んでいきたい。 

「全国学力・学習状況調査」【国語科】結果 ※数値は平均正答率 

1

2

3



お わ り に 

 

 本校は、平成２３・２４年度の２カ年にわたり、熊本県教育委員会「生きる力を

育む研究指定校（心の教育研究推進校）」の指定を受け、道徳教育を中心とした研

究を進めて参りました。この研究を通して、多くの成果を得ることができ、生徒の

豊かな心の醸成及び確かな学力の向上に繋がりました。 

 そして、本年度、これらの研究成果並びに課題を再度整理し、一の宮中学校なら

ではの実践に発展させたいという職員集団の思いが芽生えました。そこで、研究テ

ーマを、「自分、仲間、ふるさとを愛す、豊かな心を身に付けた生徒の育成」～確

かな学力とよりよい人間関係を育む『YOU I トーク』の実践を通して～ に設定し、

語り、学び合う学級集団づくりを目指した実践を進めることにしました。 

 ある道徳の授業参観の際、生徒同士の『YOU I トーク』が始まりました。価値項

目に照らし合わせて自分の経験を振り返り、グループ間で各自の考えを出し合い、

その考えに対する返しを行う場面がありました。その中で、「○○君は、部活動で

もリーダーとして頑張っているじゃない。」という返しの言葉がありました。返し

を受けた生徒は、笑みを浮かべ照れながらも嬉しそうにしていました。互いの気持

ちに寄り添い励まし合う仲間、そんな仲間があれば、難しい学習にも主体的に取り

組むことができると思います。教室で学ぶということは、仲間がいるということ、

それは、それぞれ違った個性や能力を持った仲間を一つの集団として高めていくこ

とだと思います。一中は、今、そんな学びの雰囲気のある学校に向かっています。 

 特に、確かな学力とよりよい人間関係を育む実践は、二律背反ではなく車の両輪

のごとく相乗効果を生むものであり、よりよい学習集団のなかでこそ豊かな学力が

醸成されるものだということを再確認することができました。これらのことは崇高

なテーマであるものの、指導者として越えなければならない一つのハードルだと思

います。今後、全職員共通理解のもと、さらに研究を深めていきたいと思っており

ます。授業で勝負、授業を通した人間形成を追究することは、笑みに満ちた生徒や

保護者の姿を育み、自らの進路を開拓する「生きる力」の育成につながる大切な学

びだと強く思います。 

 最後になりましたが、本校の研究推進にあたりまして、御指導及び御助言を賜り

ました、阿蘇市教育委員会をはじめとする関係者の方々に対しまして心から感謝申

しあげます。 

 

 平成２５年１０月３１日 

                阿蘇市立一の宮中学校 教頭 中村 賀一 
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事
　
前

学
級
会
の
流
れ

事
後

① 議題アンケート等の実施

② 議題に関する実態調査

③ 司会者、提案者との打ち合わせ

議題アンケート、議題箱に入っている提案カード等の内容
をもとに、教師の助言を得て代議員、企画（計画）委員等
が議題を決定する。

□ 議題に関する学級等の実態をとらえ、

『提案理由』と『話合いのめあて』を決める。

□ 『討議の柱』と進行『シナリオ』を作成する。

なぜ話し合うのか？

何のために話し合うのか？

☆目的等を明確に持つため

☆ 明確な役割分担による

スムーズな進行のため

☆ 効果的に話合いを進める

ため討議内容のブレを防ぐ

☆ 司会者育成のため

① 議題の発表 「今日の議題は○○○○です。」

② 提案理由の発表 「提案理由を○○さんお願いします。」「みなさん・・・」

③ 討議の流れの説明 「討議の流れを説明します。今日は２つの柱で・・・」

話合いのめあて発表 「話合いのめあては○○○○です。みなさん・・・」

④ 議題 「では、一つ目の柱について話し合います。・・・」

開会・役割確認 「今から学級会を始めます。司会の○○です・・・。」

⑤ 決定事項の確認 「決定事項を確認します。決定したことは必ずみんなで・・・」

⑥ 自己決定 「決定したことについて、自分がどのように取り組むかまとめましょう」

閉会 「これで、学級会を終わります。先生のお話です。お願いします。」

① 活動状況の確認（適宜）

② 反省と評価（朝の会、学級の時間、帰りの会）

３ 『話合い活動』の基本的な流れ ～例えば『学級会』ではこのようになります～ 
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えをくみとる。
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意見が言え

よかった！

柱
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上
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は

て
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 [板書例

 [採決を
  民主主

す。それ
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「多くの

集団や内
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さんが経験

の人が賛成

内容の質に

起こしてし

このよう

『多数決』

話し合う前と

われる『多数

『反対意見

『少数意見

上で紹介

く改善され

数決』には

A案のよい

案の心配

例] 

きに大切な
会では、話合

級会でも同じ

験した学級会

成したことを
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まうという
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』とは 

と話し合っ

数決』 
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』について

した[深まる
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じですよね
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を全員でや

「賛成者が

う危険性を
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った後の提案
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も『多数決

やる」これは

が多ければ

をはらんでい

多数決』は

案が同じで
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なされてい

例]のように
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よくするための
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つのことを決

決』という方
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は民主主義の

ば何をやって

いることを

は、絶対に
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いない状態

いない状態

に、話合い

るのであれ

アイディア 

アイディア 

決定する場

方法が一般

れてきたので

の理にかな

てもよい」

を私たちは知

にしてはいけ

合いが深め

態で行われる

で行われる

が深められ

ば、多数決

Ａ
案

場面がたくさ

般的でしょう

ではないで

なっています

という「数

知っておく

けません。
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る『多数決

る『多数決』

れ、Ａとい

決をしたと
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案 

さんありま

う。これま
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必要があ

 

ない状態で
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う提案が、

しても安易
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  『多数決』などの採決をする際には、次のような手順を踏むべきでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）自己決定（決まったことに対して自分は何をするのか） 
  話合いに参加しただけで、あとは何もしないのであれば、それは決定に従ったことにな

りません。話合いが終わったら、決定したことに対して自分自身はどういうことをやって

いくのか「自己決定」をしましょう。 

  例えば、「みんなが仲良くなるためにレクレーション大会をしよう」という議題で話し

合いをし、「ドッジボール大会をする」ことが決まったとします。この決定に対して、自

分自身は「○○係の仕事を協力して行う」「がんばったチームに賞状をつくる」など個人

レベルで、決定事項にどのようにかかわるかを決めます。これを「自己決定」といいます。 

  この「自己決定」をすることで、活動が終わったとき、自分自身のがんばりがどうであ

ったのか、また今後どのようにがんばっていきたいかを振り返ることができます。やる気

がさらに高まることでしょう。 

 

（７）実践の振り返り 
  実際に活動を行う際には、その活動を始める前に「目的」を全員で確認するようにしま

しょう。そして活動後はその目的を十分に果たすことができたか振り返ることが大切です。 

 

４ 『話合い活動』における役割分担 
 

  話合い活動をよりスムーズに運営し、意義のあるものにするためには、チームで動く必

要があります。議題を選定したり、司会進行をしたり、提案をしたりと役割はさまざまで

す。これらの役割をみんなで分担し、進めていくことで、「自分たちの」「自分たちによる」

「自分たちのための」話合い活動となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 採決をしてよいか全員で確認する。 

２ 「起立」「挙手」「投票」（記名・無記名）など採決方法を決める。 

３ 有効人数を確認し、可決の割合（過半数、２／３など）を決める。 

４ 司会者は、Ａ案・Ｂ案・・・それぞれの相違点を明確にする。 

５ もし、過半数に達しない場合は、上位○つで再多数決をするか決める。 

６ 採決の結果を報告し、決定したことは必ずみんなで実践することを確認する。 

役割など 備　考

話合い活動の企画・計画・運営全般

議題ＢＯＸなどの管理

議題の選定

司会グループの編成

議題に関する実態調査・調査結果の分析など

原案の作成

先生への報告・連絡・相談

議事進行全般　企画委員との打ち合わせ

司会補佐と交代で発表者の指名をする

意見や理由を整理してまとめながら進行する

司会の補佐

司会と交代で発表者の指名をする

司会と一緒に意見や理由を整理してまとめる

黒板記録 議事内容を図表を活用して整理し、黒板に記録

全体記録 議事内容の全体を記録し、議事の最後に決定事項を報告

提案理由の説明

原案の作成に参加する

係

企画（計画）委員会

司
会
グ
ル

ー
プ

【学級】　代議員・企画係など
　　　　　が中心

【生徒会】生徒会執行部

議題に応じて互選

※可能な限り固定化しない
※生徒会活動では、担当者

司会

司会補佐

提案者 提案グループ等の代表者
６



５ 有意義
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の参加者は次

いましょう

折り合い

協力しよ

をみんなで

しょう。 

に反対した

案』を発表

探しましょう

E』

必要なことで

次の７つの

。 

い） 

よう（集

で作りましょ

りはしませ

表しましょう

う 

です。 

のことを考え

集団決定の尊

ょう。 

せん。 

う。 

自分たち

でも語り

なを深め

ょう！ 

ど

ラ

地

こ

て

えてくださ

尊重） 

７

ちのため

り合い、

めていき

ど ん ど ん

ラ ス が 居

地 の 良 い

こ ろ に な

ていくね。

さい。 
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提案したいこと

提案理由

提案ありがとうございました。

あなたの提案は、

話し合いをします。

みんなへ連絡・相談します。

当番・係にお願いします。

さんにお願いします。

先生にお願いします。

より

提案カード

名前（　　　　　　　　　　　　　　）

提案してくれた（　　　　　　　　　　）さんへ

切 り 取 り 線



第  回 学級会事前打ち合わせシート                     日時；（  ）月（  ）日（  ）限 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案理由

提案者

予想される結論討議の柱

アンケート調査の結果など（クラスの実態）

予想される反応 司会者の対応

予想される質問 提案者の対応

予想される発言 予想される改善策など

話合いのめあて
①

発表者（司会者）

②

議題

提
案
理
由

話
合
い
の

め
あ
て

議
題



学級会会事前打ち合わわせシート記記入例 



第  回 学級会 事前打合せシート   日時；（  ）月（  ）日（  ）限 

議題  

提案 

理由 

 

 

 

 

係分担 司会（     ）・司会補佐及び黒板記録（     ）・全体記録（     ） 

話合い

の 

めあて 

 

①開会   ②議題の確認   ③提案理由の説明    

④討議の順序とめあての確認  ⑤先生から  ⑥討議 

討議の順序 
時

間 
クラスから予想される意見 準備・役割等

    
  
    
  
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

⑦決定事項の確認   ⑧先生から   ⑨閉会 



第  回 学級会 話合いシート    日時；（  ）月（  ）日（  ）限 

議 題  

提案理由  

話合い 

の 

めあて 

 

役割分担 司会（     ）・黒板記録（     ）・全体記録（     ） 

討議の流れ 意見メモ 決定事項 

①開会 

②議題の確認 

③提案理由の説明 

④討議の順序とめあての確認 

⑤先生から 

 

⑥討議   

討議の柱１ 

 

 

 

 

 

 

 

  

討議の柱２ 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑦決定事項の確認 

⑧先生から 

⑨閉会 

備 考 



★学級会司会進行シート★ 
 

①開会・司会者自己紹介
 

②議題の確認 
 

③提案理由の説明 
 

④討議の順序とめあて

の確認 

⑤先生から 

 

⑥討議 

 

 

 

 

       ※ 

 

 

 

 

⑦決定事項の確認    
 

⑧先生から 
 

⑨閉会 
 

★ 次の討議の柱がある場合には、※の部分を繰り返しながら話を進めていく 

班で採決 個人で 

起立。気を付け。今から第○回学級会を始めます。礼。司会の○○です。記録の・・・ 

今日の議題は～です。 

では、討議に入りたいと思います。 

まず、①～についてです。○分間、個人で考えてください。始めてください。 

（ ～ ○ 分 後 ～ ） 

話し合いを止めてください。意見を発表してください。 

意  見  発  表 

△△さんに対して、似た意見や付け足し意見はありませんか。 

提案者の○○(先生・活動班など)から提案をしてもらいます。 

・今日の議題の提案理由 

今の提案について質問はありませんか？ 

質問がないようなので、今日の学級会の流れについて確認します。今日の討議の柱は、～

で、○○と○○を決めたいと思います。今日の話し合いのめあては、『   』です。 

次に先生からのお話です。先生お願いします。 

△△さんは質問に答えてください。 

質問への回答 

今の回答でいいですか？ 

(意見がこれ以上でないようなら…)他にありませんか。 

(意見の集約が終わったら)今出ている意見に質問や、修正意見はありませんか？

(必要に応じて) では今出ている意見から、○つにしぼりたいと思います。 

多数決をとります。手を挙げてもいい回数は□回までです。 

 

今日決まったことを、記録者の(    )さんから発表してもらいます。 

記録者は、今日の話し合いでの決定事項を読み上げる。 

最後に先生からのお話です。お願いします。 

起立。気を付け。これで、第○回学級会を終わります。礼。 

提案者は質問に答えてください。 

提案者の回答 

今の回答でいいですか？ 
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